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今月の人口・世帯 

人口…………4,297人 
世帯…………1,426戸 

今月の主なページ 

 2 第26回村民体育祭 

 4 武石クリーン大作戦ほか 

 6 人権教育紙上講座 

 7 健康センター通信 

 8 こんにちは社協です 

 11 議会だより 

 25 暮らしの便利帳　　　 

 28 戸籍の窓 

　武石小学校3年生のぶどう収穫のひとコマ。 

　決められた分量を真剣に袋詰めする児童たちの顔がとて

も印象的でした。 

　この時期、市場には多くのぶどうが出荷されますが、小さな

子どもたちの大きな愛情が詰まったぶどうは、日本中のど

のぶどうよりも一味も二味も美味しく価値のある一品ですね。 

平成１５年１１月１日 



しなやかに武石小唄‥‥。 

ガンバレ～！ 

ありゃりゃ～。 きりっと 消防団。 

オレにまかせろ～！ 大丈夫かしら～。 ジャンケン、ポ
ン！ 

さぁ 行くぞ～。 

ここからが勝負！ 

   いい
ぞぉ～

！ 

勝った
ぁ～！ 

（3）広報武石 平成１５年１１月号　No.436

第26回 　
十
月
五
日
、体
育
祭
に
は
ぴ
っ
た

り
の
素
晴
ら
し
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
、

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、第
二
十
六

回
を
迎
え
た
村
民
体
育
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
各
分
館
の
応
援
席
か
ら
は
、子
ど

も
た
ち
が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て「
が

ん
ば
れ
〜
」「
追
い
越
し
ち
ゃ
え
〜
」

な
ど
の
声
援
を
選
手
に
送
り
、会
場

は
大
賑
わ
い
。 

　
各
種
目
に
参
加
す
る
選
手
た
ち
も
、

こ
ん
な
声
援
に
応
え
る
か
の
よ
う

に
走
っ
た
り
、引
い
た
り
、転
が
し
た

り
…
。 

　
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、笑
顔
の
絶

え
な
い
と
て
も
楽
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。 

さわやか四人娘の選手宣誓 

いっち、に。いっち、に…。 よいしょ！ よいし
ょ！ 武石小学校 金管バンド部 

にこにこ入場行進 

張り切っ
て  いく

よぉ！ 

広報武石 平成１５年１１月号　No.436（2）



（5）広報武石 平成１５年１１月号　No.436

武
石
村
職
員
の
給
与
等
の
状
況 

村
職
員
の
給
与
な
ど
の
実
態
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、 

職
員
給
与
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。 

q 給料、手当等の状況（県との比較） 

r 一般行政職の級別職員状況（平成15年4月1日現在） 

s 特別職の報酬等の状況（平成15年4月1日現在） 

平成14年度情報公開の状況 

t 定員の状況（各年4月1日現在） 

　　 武石村 
 4,254 人 
 3,759,145 千円 
 571,271 千円 
   
 15.2 ％ 
 （14.3 ％） 
 65 人 
 238,825 千円 
 37,215 千円 
 103,761 千円 
 379,801 千円 
 5,843 千円 
 316,700 円 
 40歳2月 
 171,500 円 
 139,500 円 
 191,600 円 
 155,000 円 
 4.65   月分 
A 21.0     月分 
B 33.75   月分 
C 47.5     月分 
D 60.0     月分 
A 28.875 月分 
B 44.55   月分 
C 62.7     月分 
D 62.7     月分 

　　　　　　項　　　　　　　　　　　目     
住民基本台帳人口（平成15年3月31日現在）    
歳出総額（平成14年度普通会計決算額） Ａ 
人件費（同上） Ｂ 
（特別職に支給される給与・報酬等含む）     
人件費率（同上） Ｂ／Ａ 
　上段：14年度（下段：13年度）    
職員数(平成15年度一般会計当初予算） Ｃ 
給料（同上） Ｄ     
職員手当（同上） Ｅ 
期末・勤勉手当（同上） Ｆ 
給与費合計（同上) G (D+E+F) 
１人当たりの給与費（同上） Ｇ／Ｃ 
一般行政職平均給料月額（平成15年4月1日）     
一般行政職平均年齢（同上）    
一般行政職初任給（平成15年4月1日）    
　上段：大学卒　下段：高校卒     
一般行政職採用2年経過給料額（同上）     
　上段：大学卒　下段：高校卒     
期末・勤勉手当の年間支給割合（平成14年度）     
退職手当支給割合（平成15年4月1日）     
　【自己都合】     
A 勤続年数20年　　C 勤続年数25年     
B 勤続年数35年　　D 最高限度額     
退職手当支給割合（同上）    
　【勧奨・定年】     
A 勤続年数20年　　C 勤続年数25年     
B 勤続年数35年　　D 最高限度額 

級 

標準的 
職務名 

職員数 
構成比 

1級 
 

主事補 
 
0人 
0.0％ 

　区　分　 

村　　　長 

助　　　役 

収　入　役 

教　育　長 

議　　　長 

副　議　長 

常任委員長 

議　　　員 

情報公開請求件数 0　　　件 

703,000 (5%) 

592,670 (3%) 

544,500 (1%) 

535,590 (1%) 

234,740 (3%) 

174,440 (2%) 

158,760 (2%) 

153,860 (2%)

議　会 

総　務 

税　務 

民　生 

衛　生 

農　水 

商　工 
土　木 

水　道 
下水道 
その他 

区　　分 

部　　門 

教　　育 

合　　計 

平
成
13
年 

平
成
14
年 

平
成
15
年 

平
成
13
年 

平
成
14
年 

平
成
15
年 

職員数（人） 対前年度増減数（人） 

1 

12 

3 

21 

12 

8 

1 
2 

6 

4 

2 
72

1 

12 

4 

23 

14 

8 

1 
2 

6 

3 

1 
75

1 

15 

3 

22 

13 

7 

1 
2 

7 

3 

1 
75

 

 

 

△1 

 

 
 

 
 

 

△1 
 

△2

 

 

1 

2 

2 
 

 
 

 

△1 

△1 
3

 

3 

△1 

△1 

△1 

△1 

 
 

1 

 

 

0

 6月期 1.45月分 

 12月期 1.55月分 

 3月期 0.50月分 

 計　 3.50月分 

報酬等月額(円) 
(　)内は減額率 

期末手当支給割合 
（14年度支給割合） 

2級 
 

主　事 
 
4人 
8.3％ 

3級 
 

主　事 
 
9人 
18.8％ 

4級 

係　長 
主　査 

7人 
14.6％ 

5級 

係　長 
主　査 

14人 
29.2％ 

6級 
課　長 
課長補佐 
係　長 
10人 
20.8％ 

7級 
 

課　長 
 
3人 
6.3％ 

8級 
 

課　長 
 
1人 
2.1％ 

計 
 
 
 

14人 
100.0％ 

　　　　県    
 2,202,733 人 
 953,190,656 千円 
 281,831,911 千円 
    
 29.6 ％ 
 (27.6 ％） 
 29,394 人 
 125,142,644 千円 
 24,187,691 千円 
 55,882,832 千円 
 205,213,167 千円 
 6,981 千円 
 345,220 円 
 43歳2月 
 169,480 円 
 136,800 円 
 182,020 円 
 147,250 円 
 4.65   月分 
A 21.0     月分 
B 33.75   月分 
C 47.5     月分 
D 60.0     月分 
A 28.875 月分 
B 44.55   月分 
C 62.7     月分 
D 62.7     月分 

報酬月額を1.4倍し
た支給基礎額に上
記支給割合を乗じ
て支給額とします。 

(注）1. 報酬等月額は14年7月～当分の間 
　　　  減額した額となっています。         

       2. 期末手当は、減額前の報酬等 

　　　  月額により算定しています。  

合併対策 
業務の増 

平成15年度 
主な増減理由 

職員配置の 
見直しによる減 
 
職員配置の 
見直しによる減 
 
職員配置の 
見直しによる減 
 
職員配置の 
見直しによる減 
 

職員配置の 
見直しによる増 
 

一
般
行
政
職
部
門 

公営企 
業会計 

広報武石 平成１５年１１月号　No.436（4）

武石クリーン大作戦
～武石村を大清掃～

十
月
十
二
日
、
商
工
会
青
年
部

の
主
催
で
た
け
し
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
二
百
五
十
名
の
み

な
さ
ん
は
、
村
内
の
各
主
要
道
路

周
辺
に
分
か
れ
て
清
掃
活
動
を
行

い
、
集
ま
っ
た
多
く
の
ゴ
ミ
の
量

に
改
め
て
環
境
問
題
に
対
し
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
の

中
に
は
「
車
で
よ
く
通
る
道
な
の

に
、
こ
ん
な
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い

る
と
は
、
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
い
う
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

と
も
し
び
博
物
館
裏
で
管
理
す
る

シ
イ
タ
ケ
園
で
は
、
保
育
園
児
た
ち

が
、
元
気
に
シ
イ
タ
ケ
狩
り
を
行
い

ま
し
た
。

中
に
は
、
シ
イ
タ
ケ
を
食
べ
る
の

は
苦
手（
!?
）な
園
児
も
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、「
お
お
っ
。
こ
こ
に
も

で
か
い
キ
ノ
コ
あ
る
よ
ぉ
」
と
歓
声

を
上
げ
な
が
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
上

手
に
採
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
武
石
小
学
校
の
三
年
生
は
、

総
合
学
習
の
一
環
で
市
之
瀬
の
「
親

子
ふ
れ
あ
い
ぶ
ど
う
園
」
で
た
わ
わ

に
実
っ
た
巨
峰
を
収
穫
し
ま
し
た
。

ず
っ
し
り
と
し
た
ブ
ド
ウ
の
ふ
さ

を
丁
寧
に
切
り
取
り
、
三
〇
〇
グ
ラ

ム
を
そ
れ
ぞ
れ
袋
に
詰
め
る
作
業
を

み
ん
な
で
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

袋
詰
め
さ
れ
た
巨
峰
は
、
一
部
を

Ｊ
Ａ
へ
出
荷
し
、
残
っ
た
ブ
ド
ウ
の

中
か
ら
全
校
児
童
の
給
食
に
出
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

大会宣誓をする奥田光太郎くんと児玉佐野香さん

保育園では 
シイタケ狩り 

小学校では 
ぶどう狩り 

武石の秋は 
美味いぞぉ!!



（7）広報武石 平成１５年１１月号　No.436

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
サ
ー
ズ
）(

重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群)

は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
す
。
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
患
者
と
医
療
関
係
者
や
同
居

の
家
族
な
ど
、
患
者
の
咳
を
あ
び
た

り
、
血
液
・
喀
痰
・
尿
・
便
な
ど
の

体
液
に
直
接
触
れ
る
等
の
濃
厚
な
接

触
を
し
た
場
合
に
感
染
し
、
二
日
〜

七
日
、
最
大
十
日
間
の
潜
伏
期
間
を

経
て
発
症
し
ま
す
。
主
な
症
状
は
、

三
八
度
以
上
の
急
な
発
熱
と
咳
・
呼

吸
困
難
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
で
す
。

○
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
と
き

①
十
日
以
内
に
流
行
地
域
か
ら
帰
国
、

又
は
十
日
以
内
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
患
者

の
体
液
に
触
れ
る
等
の
濃
厚
な
接

触
が
あ
っ
た
方
で
、

②
三
八
度
以
上
の
発
熱

③
咳
ま
た
は
息
切
れ
等
の
呼
吸
器
症

状
が
あ
る
方
で
す
。

三
八
度
以
上
の
発
熱
又
は
咳
等
の

症
状
が
あ
り
、
①
の
要
件
を
み
た
す

方
は
、
必
ず
事
前
に
最
寄
の
保
健
所

又
は
医
療
機
関
に
電
話
で
相
談
の
上

指
示
に
従
っ
た
く
だ
さ
い
。

○
消
毒
に
つ
い
て

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
や
塩
素
系
漂
白
剤

等
の
消
毒
で
死
滅
し
ま
す
。現
在
の
と

こ
ろ
患
者
さ
ん
が
触
れ
た
物
品
を
通

じ
て
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
人
へ
感
染
す
る
危

険
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
予
防
法
・
治
療
法
は
？

予
防
法
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流
行
地

域
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
用
事
が

な
い
限
り
渡
航
を
延
期
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
日
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り

や
外
出
先
か
ら
戻
っ
た
と
き
に「
手
洗

い
」
や
「
う
が
い
」
を
行
う
ク
セ
を

つ
け
て
お
く
こ
と
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
感
染
症
の
予
防

に
有
効
で
す
。
根
本
的
な
治
療
法
は

今
の
と
こ
ろ
な
く
、
重
症
化
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
発
症
し

た
方
に
対
し
呼
吸
管
理
な
ど
を
行
い
、

ま
た
症
状
を
和
ら
げ
る
治
療
を
行
う

こ
と
で
８
〜
９
割
の
方
は
治
り
ま
す
。

○
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流
行
地
域
か
ら

帰
国
し
た
場
合
は
？

帰
国
後
十
日
間
は

①
人
に
会
う
の
は
最
小
限
に
し
て
く

だ
さ
い
。

②
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
場
合
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

③
熱
、
せ
き
、
呼
吸
困
難
と
い
っ
た

症
状
が
出
た
場
合
は
、
必
ず
事
前

に
電
話
で
最
寄
の
保
健
所
又
は
医

療
機
関
に
相
談
の
上
、
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

帰
国
後
十
日
を
過
ぎ
て
何
の
症
状

も
出
な
け
れ
ば
感
染
の
心
配
は
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
健
康
相
談
窓
口
」

平
日
８：

30
〜
17：

15

上
田
保
健
所

電
話
23
‐
１
２
６
０
（
内
）２
１
４
４

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
は
？

（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）

健康センター
通信 11月号

保健福祉課
℡85-2067

11月10日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30

14日 金 料理教室（パセリグループ） 午後 1:15～ 4:00

18日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

料理教室（ポテトグループ） 午前10:00～午後1:00

予防接種（3種混合②） 午後 1:15～1:30(受付)

19日 水 １歳児教室 午前 9:20～9:30(受付)

21日 金 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00

27日 木 １歳6か月・3歳児教室 午後 1:15～1:30(受付)

12月1日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30

2日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

5日 金 男性料理教室 午前10:00～午後1:00

11月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

予防接種法施行令により、インフル
エンザの定期の予防接種を行います。

◇対象
A65歳以上の方
B60歳以上65歳未満であって、心臓、
腎臓、呼吸器等一級の身体障害者手
帳の交付を受けている方又は、それ
と同程度の障害を有する方及び、ヒ
ト免疫不全ウイルスによる免疫の機
能に障害を有し日常生活がほとんど
不可能な程度の障害を有する方
◇接種期間…平成15年11月1日～

平成16年1月31日
◇接種料金…自己負担 1,000円
◇接種回数…１回
◇接種医療機関
依田窪病院
矢嶋診療所
武石村診療所

＊武石村診療所については水曜日と金
曜日の午後4時～5時に行います。
通常の外来診療でも行いますが、待
ち時間が多くなります。

インフルエンザ
予防接種のお知らせ

広報武石 平成１５年１１月号　No.436（6）

近
年
、
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
事
件

が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
虐
待
」
と
は
何
か
、
な
ぜ
「
虐
待
」

が
起
き
る
の
か
を
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上

げ
ま
す
。

「
虐
待
」
と
は
、
大
人
が
そ
の
権
力

を
乱
用
し
て
子
ど
も
の
人
権
を
侵
害
す

る
行
為
の
こ
と
で
す
。

暴
力
は
、
力
関
係
の
中
で
起
こ
り
、

必
ず
力
の
あ
る
者
か
ら
力
の
弱
い
者
へ

向
け
ら
れ
る
と
い
う
構
図
が
あ
り
ま

す
。ス

ト
レ
ス
の
発
散
や
支
配
欲
を
満
足

さ
せ
た
い
、
性
的
な
満
足
を
得
た
い
と

い
っ
た
、
何
ら
か
の
目
的
の
た
め
に
子

ど
も
を
乱
用
し
、
子
ど
も
の
尊
厳
を
踏

み
に
じ
る
行
為
〜
虐
待
は
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
誰
か
ら
で
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
言
い
換
え

れ
ば
、
子
ど
も
へ
の
暴
力
は
、
家
庭
内

だ
け
で
な
く
、
学
校
で
も
、
地
域
で
も
、

社
会
の
ど
こ
で
で
も
起
こ
る
し
、
起
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
、
児
童
虐
待
が
多
発
す
る

現
状
に
対
応
す
る
た
め
、
二
〇
〇
〇
年

五
月
「
児
童
虐
待
防
止
法
」
が
成
立
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
虐
待
の
定
義
を

「
保
護
者
が
児
童
に
対
し
身
体
的
暴
力
、

わ
い
せ
つ
な
行
為
、
長
時
間
の
放
置
、

著
し
い
心
理
的
外
傷
を
与
え
る
言
動
」

と
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
へ
の
人
権
侵

害
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
大
人
が
し
っ

か
り
認
識
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
で
は
虐
待
を
起
こ
す
要
因
と
し

て
、
親
に
人
権
や
暴
力
に
つ
い
て
知
識

が
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
薬
物
依

存
、
心
身
の
健
康
面
で
問
題
が
あ
る
、

自
尊
心
が
低
い
、強
い
ス
ト
レ
ス
な
ど
。

ま
た
社
会
的
要
因
と
し
て
、
夫
婦
間
あ

る
い
は
家
族
間
の
人
間
関
係
、
親
自
身

の
生
育
歴
、
孤
独
感
な
ど
考
え
ら
れ
、

環
境
的
要
因
と
し
て
低
収
入
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
、
失
業
、
住
宅
事
情
、
近
隣
の

環
境
、
暴
力
を
容
認
す
る
社
会
的
認
識

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
母
親
の
側
に
核
家
族
化
や

父
親
不
在
の
家
庭
、
近
所
付
き
合
い
の

減
少
で
孤
立
し
、
子
ど
も
と
の
密
着
が

進
む
こ
と
や
、
育
児
不
安
が
あ
っ
て
も

地
域
社
会
に
相
談
相
手
が
い
な
い
こ

と
、
育
児
に
つ
い
て
心
理
的
に
追
い
つ

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
因
が
あ

り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
母
親
や
父
親
を

そ
こ
ま
で
追
い
つ
め
て
い
る
社
会
全
体

の
問
題
と
し
て
、
考
え
な
け
れ
ば
解
決

さ
れ
な
い
と
い
え
ま
す
。

人権教育紙上講座
№322

教育委員会
同和対策室

人
権
を
無
視
し
た

子
ど
も
の
虐
待
は
な
ぜ
起
こ
る

参
考
資
料
「
知
っ
て
い
ま
す
か
子
ど
も
の
虐
待
」
田
上
時
子
著

近
年
、
青
少
年
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
や
い
じ
め
、
児
童
虐
待

な
ど
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
問
題
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

青
少
年
の
犯
罪
や
非
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
、
大
人

一
人
一
人
が
社
会
の
基
本
的
な
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
、
思
い
や

り
な
ど
を
身
を
も
っ
て
伝
え
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
ま
す
。

未
来
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
た
め
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

11
月
は

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
す
。

作
っ
た
り
、
お
絵
か
き
を
し
た
り
し

て
遊
ん
で
い
ま
す
。

時
に
は
、
み
ん
な
で
お
散
歩
に
出

か
け
、
木
の
実
や
赤
く
色
づ
い
た
落

ち
葉
を
持
ち
帰
り
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
作
品
作
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
姿
も
…
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
そ

し
て
食
欲
の
秋
を
満
喫
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
。

月
に
一
度
の
お
誕
生
日
会
で
は
、

手
作
り
カ
レ
ー
や
プ
ロ
顔
負
け
の
パ

フ
ェ
を
作
っ
て
お
腹
も
一
杯
に
。

十
月
の
お
誕
生
日
会
で
は
、
ハ
ロ

秋
風
が
少
し
肌
寒
く
感
じ
始
め
、

日
一
日
と
暗
く
な
る
の
が
早
ま
る
中
、

子
ど
も
た
ち
は
少
し
ず
つ
で
も
長
く

外
に
出
て
遊
ぼ
う
と
学
校
か
ら
帰
る

と
お
や
つ
を
食
べ
、
宿
題
を
済
ま
せ

て
一
目
散
で
外
に
飛
び
出
し
て
行
き

ま
す
。

今
、
男
の
子
を
中
心
に
サ
ッ
カ
ー

が
大
流
行
。
外
の
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー

ス
で
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
指
導
員

と
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
女
の
子
は
芸
術
の
秋
。

室
内
で
バ
ザ
ー
用
の
ミ
サ
ン
ガ
を

ウ
ィ
ン
を
計
画
中
…
。

さ
て
、
ど
ん
な
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？

毎
年
恒
例
の
バ
ザ
ー
を
村
の
文
化

祭
に
併
せ
て
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

◇
期
日

11
月
２
日（
日
）

◇
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所

中
央
公
民
館
　
入
口

＊
雨
天
の
場
合
は
、
寿
楽
荘
に
会

場
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

掘
り
出
し
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
み

な
さ
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

武
石
村
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
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◇
期
日
　
11
月
8
日（
土
）

18
日（
火
）

28
日（
金
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
丸
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
期
日
　
11
月
10
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
つ
か
だ
補
聴
器

◇
期
日
　
11
月
12
日（
水
）

◇
時
間
　
午
後
1
時
〜
2
時

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
信
濃
補
聴
器

◇
期
日
　
11
月
19
日（
水
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

結
婚
相
談
日

心
配
ご
と
相
談
日

補
聴
器
相
談
日

　
依
田
窪
南
部
中
学
校
で
は
、
好

ま
し
い
職
業
感
の
育
成
や
勤
労
精

神
の
醸
成
を
目
的
と
し
て
、
七
月

二
十
三
日
に
は
三
年
生
、
ま
た
九

月
五
日
に
は
二
年
生
が
職
業
体
験

学
習
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
体
験
は
、
や
が
て
社
会
に

巣
立
つ
生
徒
達
に
と
っ
て
貴
重
な

体
験
で
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
学
習

や
進
路
選
択
に
大
い
に
役
立
っ
た

よ
う
で
す
。 

　
一
番
勉
強
に
な
っ
た
の
は
、

「
利
用
者
の
方
と
２
人
き
り
に

な
っ
た
時
、
何
を
話
し
た
ら

良
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
、

自
然
と
話
し
や
す
い
人
の
所

へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
無

口
に
な
っ
て
し
ま
い
困
ら
せ

て
し
ま
っ
た
。
」
と
い
う
こ
と

で
す
。 

　
で
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

き
た
や
す
ら
ぎ
の
方
々
は
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。 

３
年
１
組
　
北
川
え
り
子 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
働
く
み
な

さ
ん
の
姿
や
利
用
さ
れ
て
い
る

み
な
さ
ん
の
笑
顔
か
ら
、
こ
の

仕
事
は
決
し
て
楽
で
は
な
い
け

れ
ど
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ

る
素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。 

３
年
３
組
　
三
崎
絵
里
子 

リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
お
年
寄

り
の
方
は
、
簡
単
に
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
私
に
は
な
か

な
か
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

「
毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
事

な
ん
だ
な
あ
」
と
実
感
し
ま

し
た
。 ３

年
２
組
　
林
　
美
穂 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
仕
事

の
大
変
さ
や
働
き
甲
斐
が
少
し

分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
学
習

や
部
活
動
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 ２

年
１
組
　
瀬
川
直
人 

２
年
２
組
　
樋
沢
拓
紀 

２
年
３
組
　
柳
沢
聖
矢 

紫苑祭では、 
やすらぎでの体験学習の 
様子を発表しました。 

ß
ß
ß
ß
ß
ß
ß
ß�

ß
ß
ß
ß
ß
ß
ß
ß�

ß
ß
ß
ß
ß
ß
ß
ß�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に 

中
学
生
が
や
っ
て
き
た
!!
 

依
田
窪
南
部
中
学
校
生
徒
が
「
や
す
ら
ぎ
」
で
職
業
体
験 
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更
生
保
護
女
性
会
は
、
非
行
や
犯

罪
防
止
に
努
め
、
犯
罪
を
犯
し
て
し

ま
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
と
再
犯
を

な
く
し
、
明
る
い
村
づ
く
り
、
家
庭

づ
く
り
を
目
的
に
矯
正
教
育
の
現
状

に
つ
い
て
研
修
す
る
た
め
、
九
月
二

十
四
日
、
甲
府
刑
務
所
へ
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
二
六
〇

名
の
み
な
さ
ん
が
社
会
奉
仕
の
日
と

し
て
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
手
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

●豆腐チャンプルー●
中原百恵さん（小沢根）

〈材料〉（3～4人分）

木綿豆腐 ………………1丁

にがうり ……………中１本

もやし………………2／3袋

豚肉 …………………100ｇ

かつを粉 …………大さじ1

塩 …………………小さじ1

しょう油………小さじ1／2

こしょう ………………少々

〈作り方〉

① 豆腐は厚さを半分にしてから4等分に

切り、ざるにあげて5分位水気を切っ

ておく。

② 熱したフライパンに油を敷いて①をこ

んがりと焼く。

③ にがうりは、縦半分に切ってスプーン

で種をこそぎ取ってから薄く切る。

④ 熱したフライパンに油を敷き、豚肉を

入れ、中火で③を炒める。しんなりし

たら、少し崩しながら②を加えて塩、

こしょうで味を調える。

⑤ 仕上げにかつを粉を振り入れ、なべ肌

にしょう油をたらしてざっと混ぜる。

九
月
三
十
日
、
村
主
催
の
親
善
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
優
勝
は
上
本
入
チ
ー
ム
、
準
優

勝
は
沖
チ
ー
ム
、
三
位
は
薮
合
Ｂ
チ

ー
ム
で
し
た
。
な
お
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
未
加
入
の
方
は
、
こ
の
大
会
を
機

に
加
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2214社会福祉協議会 ℡85‐2214

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

社
会
奉
仕
の
日

＊ 手早く作るのが
水っぽく

ならないコツで
す。お酒

の肴に、ご飯の
おかずに

いかがでしょう
か。

九
月
二
十
一
日
、
長
野
県
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
松
本
平
広
域

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
か
ら
は
、
余
里
の
北
沢
準
一
さ

ん
が
卓
球
に
出
場
し
、
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。

ま
た
、
沖
の
高
田
哲
也
さ
ん
が
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
で
準
優
勝
と
好

成
績
を
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

県
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

更
生
保
護
女
性
会

視
察
研
修
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こ
れ
は
、
ラ
テ
ン
語
で
「
い
た
る

と
こ
ろ
に
存
在
す
る
（U

biquitous

）」

と
い
う
意
味
の
言
葉
。
現
在
の
情
報

社
会
で
は
、「
欲
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
に
入
る
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
は
、
ユ

ビ
キ
タ
ス
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。
今
、
私

た
ち
の
社
会
は
、
Ｉ
Ｔ
の
進
展
に
よ

り
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
に
組
み
込

ま
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
、
好

き
な
と
き
に
ど
こ
か
ら
で
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接
続
で
き
る
、
ユ
ビ
キ
タ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

の
到
来
に
よ
り
、
私
た
ち
の
未
来
の

生
活
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

家
庭
で
は
…

外
出
先
か
ら
帰
宅
す
る
途
中
、
携

帯
端
末
か
ら
留
守
宅
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
位

置
情
報
な
ど
と
連
携
し
て
、
空
調
、

炊
飯
器
、
風
呂
の
給
湯
な
ど
が
帰
宅

時
に
最
適
な
状
況
に
な
る
よ
う
に
自

動
的
に
動
作
を
開
始
。

買
い
も
の
で
も
…

超
小
型
チ
ッ
プ
が
組
み
込
ま
れ
た

カ
ー
ド
や
情
報
端
末
、指
紋
、虹
彩（
眼

球
の
角
膜
と
水
晶
体
の
間
に
あ
る
輪
状

の
薄
い
膜
）な
ど
の
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク

ス
（
生
態
認
識
）
を
用
い
た
本
人
確
認

の
し
く
み
な
ど
よ
り
、高
額
商
品
の
発

注
や
決
済
が
安
全
か
つ
簡
単
に
実
現
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
も
…

携
帯
型
端
末
や
カ
ー
ド
に
組
み
込

ま
れ
た
チ
ッ
プ
が
身
体
障
害
や
ケ
ガ

の
情
報
を
発
信
し
、
駅
・
電
車
・
デ

パ
ー
ト
な
ど
で
イ
ス
・
ト
イ
レ
・
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
備
が
身
体

条
件
に
応
じ
て
自
動
的
に
作
動
。

仕
事
で
も
…

国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
界

中
の
カ
フ
ェ
の
テ
ー
ブ
ル
や
タ
ク
シ

ー
、
飛
行
機
の
イ
ス
、
ホ
テ
ル
の
窓

な
ど
に
設
置
さ
れ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
認
証
で
直
ち
に

マ
イ
端
末
に
変
身
。

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、

す
で
に
ユ
ビ
キ
タ
ス
が
実
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

個
人
が
携
帯
す
る
モ
バ
イ
ル
機

器
、
携
帯
端
末
で
購
入
で
き
る
街
角

の
自
動
販
売
機
、
駅
や
空
港
、
街
角

な
ど
で
無
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」、

あ
ら
ゆ
る
情
報
機
能
を
搭
載
し
た
自

動
車
。
ま
た
、
家
電
で
も
、
庫
内
の

残
り
物
で
作
れ
る
料
理
の
レ
シ
ピ
を

探
し
出
し
て
く
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
冷
蔵
庫
や
、
留
守
中
に
洗
濯
を
指

示
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
洗
濯
機

な
ど
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て

の
人
の
生
活
に
、
便
利
さ
と
快
適
さ

を
も
た
ら
す
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
社
会
の
到
来
は
、
遠
い
未
来
の

話
で
は
な
い
の
で
す
。

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

異
物
混
入
〜
使
う
人
の
こ
と
を
考
え
て
作
る
。

な
く
仕
事
を
し
よ
う
」
と
話
し
合

い
ま
し
た
。

幸
い
、
混
入
は
得
意
先
の
責

任
で
も
な
く
無
事
解
決
し
た
と
聞

き
、
安
心
し
ま
し
た
。

製
造
業
は
、
ど
う
し
て
も
製

品
に
目
が
行
き
、「
い
く
つ
作
る
」

と
か
、「
い
く
ら
に
な
る
」
と
か

量
や
お
金
に
関
心
を
寄
せ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
一
番
大
切
な
の
は
製

品
を
使
う
お
客
様
の
身
に
な
っ
て

作
る
こ
と
、
製
品
を
使
っ
て
い
る

見
知
ら
ぬ
お
客
様
を
想
像
し
な
が

ら
、
大
切
に
、
気
遣
っ
て
作
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
と
、
し
み
じ
み

感
じ
ま
し
た
。

「
武
石
の
製
品
か
ら
異
物
が
出

て
き
ま
し
た
。」
先
日
、
あ
る
得

意
先
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
青
く
な

り
ま
し
た
。

も
し
本
当
な
ら
、
怪
我
の
恐

れ
が
あ
り
、
製
造
者
の
責
任
も
問

わ
れ
る
。
何
よ
り
も
長
年
に
わ
た

り
築
き
上
げ
て
き
た
福
祉
企
業
セ

ン
タ
ー
の
信
用
を
失
っ
て
し
ま
う

大
変
な
事
態
で
す
。

早
速
、
職
場
集
会
を
開
き
、

出
て
き
た
異
物
に
つ
い
て
調
査
を

し
ま
し
た
。「
規
程
ど
お
り
の
道

具
を
使
っ
て
い
る
か
」、「
製
品
の

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」。

作
業
員
一
人
ひ
と
り
の
使
う
道
具

を
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
製
品
か
ら
出
て

き
た
異
物
は
、
セ
ン
タ
ー
で
使
っ

て
い
る
も
の
と
形
や
大
き
さ
が
違

う
こ
と
が
分
か
り
、
規
程
以
外
の

道
具
を
使
っ
た
経
過
も
な
い
と
こ

ろ
か
ら
セ
ン
タ
ー
で
混
入
し
た
も

の
で
は
な
い
と
証
明
さ
れ
、
み
ん

な
で
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
道
具
の
管
理
に
改

善
点
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、「
こ

れ
か
ら
も
慣
れ
て
油
断
す
る
こ
と

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」っ
て

何
だ
ろ
う
？

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
で
未
来
の

生
活
は
ど
う
変
わ
る
？

身
近
な
と
こ
ろ
で
始
ま
っ

て
い
る
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
で
実
現
！

快
適
・
便
利
な
未
来
生
活
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の
減
等
で
す
。

歳
出
が
減
っ
た
要
因
と
し
て
は
、

商
工
費
で
工
場
用
地
等
の
公
有
財
産

の
購
入
が
な
か
っ
た
た
め
一
億
八
千

四
百
三
十
三
万
円
の
減
と
な
り
、
ま

た
諸
支
出
金
の
積
立
金
が
厳
し
い
財

政
状
況
に
よ
り
一
億
五
千
三
百
二
十

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

●
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
参
考
に

上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石

村
任
意
合
併
協
議
会
を
選
択
し
た
わ

け
で
す
が
、
武
石
村
が
自
立
す
る
道

も
探
り
な
が
ら
、
住
民
に
公
開
を
し
、

行
政
と
し
て
村
が
進
む
べ
き
道
を
住

民
に
示
し
、
も
し
合
併
す
る
こ
と
が

決
ま
れ
ば
予
算
の
許
す
中
で
、
経
済

効
果
、
緊
急
度
、
合
併
後
の
新
市
の

対
応
を
加
味
し
て
、
可
能
な
事
業
等

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
村
か
ら
各
種
団
体
や
事
業
に

支
出
し
て
い
る
補
助
金
に
つ
い
て

補
助
金
や
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
講
師

謝
礼
等
に
対
し
、
そ
の
目
的
、
支
出

額
、
効
果
等
に
つ
い
て
検
証
し
て
、

目
的
が
達
成
さ
れ
た
も
の
や
何
年
も

効
果
が
上
が
ら
な
い
も
の
は
、
廃
止

や
削
減
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
に

真
に
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
補
助

を
新
設
あ
る
い
は
、
増
額
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
各
委
員
等
の
人
員
、

報
酬
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

体
育
指
導
委
員
等
の
あ
る
程
度
目

的
を
達
成
し
た
委
員
会
な
ど
は
、
人

員
の
削
減
や
報
酬
の
見
直
し
を
し
、

積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
職
場
の
活
性
化
施
策
の

推
進
に
つ
い
て

職
場
の
活
性
化
は
、
活
力
あ
る
職

員
の
意
識
づ
く
り
が
基
本
で
す
の
で
、

そ
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
欲
し

い
。
職
員
の
提
案
制
度
を
導
入
す
る

と
と
も
に
自
己
啓
発
の
啓
蒙
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
公
務
員
と
し
て
の
モ
ラ
ル

を
喪
失
し
な
い
上
か
ら
信
賞
必
罰
に

つ
い
て
の
検
討
を
望
み
ま
す
。

一般会計 歳出ê35億5,130万円 歳入ê37億7,183万円 

財産収入・寄附金 
6,882万円 4.7％ 

地方交付税 
15億2,768万円 
　　　40.0％ 

村債 
8億2,980万円 
21.5％ 

国県支出金 1億7,284万円 4.6％ 

地方譲与税他交付金 
1億2,360万円 3.6％ 

繰越金 
1億1,215万円 3.5％ 

自

主
財
源
分
30
・
3
％

依
存
財
源
分
69・
7
％

   村税 
3億5,854万円 
9.2％ 

諸収入 1億4,382万円 3.7％ 

繰入金 3億2,940万円 6.6％ 

分担金・負担金・使用料・手数料 
1億517万円 2.6％ 
 

議会費 5,238万円 1.5％ 

民生費 
5億9,502万円 
16.8％ 

農林水産業費 
4億4,057万円 
12.4％ 

総務費   
3億8,204万円 
10.8％   

教育費 
7億3,398万円 
20.7％ 

公債費 
3億9,452万円 
11.1％ 

商工費 1億5,721万円 4.4％ 

土木費 
3億4,850万円 9.8％ 

衛生費 
3億454万円 
8.6％ 

諸支出金・労働費 
6,106万円 1.7％ 

災害復旧費 
0万円 0.0％ 

消防費 
8,148万円 2.3％ 

平成14年度の一般会計の決算は、

歳入37億7,183万円、歳出35億

5,130万円となりました。歳入には、

今まで蓄えてきた基金からの繰入3億

2,940万円を取り崩しての決算です

ので、実質的には１億887万円の

歳入が不足していることになります。 
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9月定例村議会が、9月8日から25日までの18日間の会期で開かれました。
今回の定例会では、平成14年度の各会計の決算について審議されたほか、平成

15年度の一般会計と二つの特別会計の補正予算案などについて審議されました。
今回は、これらの9月定例村議会の主な内容についてお知らせします。

歳
入
決
算
の
内
容

歳
入
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
十
四
年
度
も
普
通
交

付
税
が
単
位
費
用
・
補
正
係
数
飲
み

直
し
に
よ
り
五
・
五
％
（
七
千
八
百

三
十
一
万
円
）
減
の
十
三
億
五
千
二

百
三
十
七
万
円
で
、
特
別
交
付
税
は
、

八
・
二
％
（
一
千
五
百
六
十
七
万
円
）

減
の
一
億
七
千
五
百
三
十
万
円
と
な

り
地
方
交
付
税
総
額
で
五
・
八
％
減

の
十
五
億
二
千
七
百
六
十
八
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

村
債
は
、
八
億
二
千
九
百
八
十

万
円
で
、
小
学
校
の
大
規
模
改
修

工
事
が
終
わ
り
、
上
小
寺
尾
橋
架

替
前
工
事
が
始
ま
っ
た
の
で
、
差

引
四
千
百
五
十
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
の
内
容

十
四
年
度
の
決
算
額
は
、
前
年
度

に
比
べ
七
・
三
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
徴
的
な
も
の
は
、
民
生
費

の
社
会
福
祉
費
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
増
改
築
工
事
に
よ
り
、
三

十
四
・
四
％
（
一
億
一
千
二
百
三
万

円
）
と
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
林
水
産
業
費
で
は
林
道
茂

沢
線
工
事
費
の
減
と
公
団
受
託
事
業

の
減
に
よ
り
十
七
・
四
％
（
九
千
二

百
八
十
一
万
円
）
の
減
と
な
り
、
商

工
費
で
は
、
施
設
整
備
工
事
の
減
と
、

公
有
財
産
の
購
入
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
五
十
四
％
（
一
億
八
千
四
百
三

十
三
万
円
）
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

土
木
費
で
は
、
上
小
寺
尾
橋
架
替

工
事
に
よ
り
六
・
二
％
（
二
千
十
九

万
円
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
費
で
は
、
継
続
事
業
の
小
学

校
大
規
模
改
修
工
事
費
は
減
に
な
り

ま
し
た
が
、
中
間
教
室
の
建
設
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
三
％
（
二
千
二
百
三

十
三
万
円
）
の
減
に
と
ど
ま
り
、
諸

支
出
金
は
、
積
立
金
の
減
に
よ
り
七

十
一
・
五
％
（
一
億
五
千
三
百
二
十

万
円
）
の
大
幅
な
減
に
な
り
ま
し
た
。

決
算
の
審
査
は
、
小
山
八
州
代
表

監
査
委
員
、
清
住
章
雄
監
査
委
員
に

よ
り
、
七
月
十
八
日
、
三
十
日
、
八

月
二
十
五
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

は
、
決
算
書
と
相
違
な
く
、
記
載
内

容
や
計
算
等
の
誤
り
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

●
財
政
状
況
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
に
お

け
る
歳
入
決
算
額
は
三
十
七
億
七
千

百
八
十
三
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

六
・
九
％
の
減
、
歳
出
決
算
額
は
三

十
五
億
五
千
百
三
十
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
七
・
三
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

歳
入
が
減
と
な
っ
た
主
な
項
目

は
、
村
税
、
利
子
割
交
付
金
、
地
方

交
付
税
、
財
産
収
入
、
繰
越
金
、
村

債
等
で
、
内
訳
は
工
場
用
地
売
り
払

い
収
入
等
の
減
に
よ
り
財
産
収
入
の

減
（
一
億
八
百
九
十
五
万
円
）
地
方

交
付
税
（
九
千
三
百
九
十
九
万
円
）

9
月
定
例

村
議
会

平成14年度

各会計決算を認定

平
成
十
四
年
度

決
算
審
査
意
見
書

（
一
部
要
約
・
抜
粋
）

一
般
会
計
35
億
5，
1
3
0
万
円
の

歳
出
決
算
を
認
定

前
年
度
比
7
・
3
％
減

9月27日、小学校では運動会が行われました。



○依田窪病院会計負担金 …………………1億1,137万円

○廃棄物等処理関係委託料……………………2,316万円

○ごみ処理関係負担金及び交付金……………3,186万円

○上田地域広域連合斎場負担金………………1,234万円

○し尿処理施設清浄園負担金…………………1,613万円

○巣栗キャンプ場等施設管理委託料…………2,709万円

○基盤整備促進事業費…………………………2,288万円

○農業振興関係負担金及び補助金……………2,109万円

○国土調査地籍調査（補助・単独）事業………1,849万円

○林業振興関係委託料…………………………1,452万円

○林道茂沢線改良等工事費……………………2,935万円
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35億 35億 5,130万円 5,130万円 

○議員報酬………………………………………2,738万円

○議員共済費 ……………………………………260万円

○OA機器等リース料 …………………………1,514万円

○総務費諸負担金………………………………4,182万円

○上田地域広域連合負担金 ……………………686万円

○オフトーク通信利用料 ………………………970万円

○交通安全対策費 ………………………………262万円

○住基ネットワークシステム構築委託料 ……292万円

○若者定住促進新築等補助金…………………2,800万円

○長野県知事選挙費 ……………………………326万円

○在宅福祉医療センター負担金………………5,994万円

○社会福祉協議会補助金………………………1,109万円

○雲渓荘及びうつくしの湯利用補助金………1,087万円

○身体障害者施設入所事業……………………2,100万円

○デイサービスセンター増改築事業…………9,871万円

○老人ホーム入所措置事業……………………1,892万円

○ホームヘルパー・デイサービス等委託料 …994万円

○同和対策費……………………………………1,872万円

○福祉企業センター費…………………………4,301万円

○保育園費………………………………………8,986万円

6月に植えたさつまいもを収穫しました。

議会費 5,238万円

総務費 3億8,204万円

民生費 5億9,502万円

衛生費 3億454万円

農林水産業費
4億4,057万円
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35億 35億 5,130万円 5,130万円 

○貸切代替バス運行委託料……………………1,397万円

○産業育成資金経費……………………………1,468万円

○うつくしの湯運営委託料……………………5,700万円

○長野県観光開発公社元金償還金2,355万円

○村道獅子ヶ城線改良舗装工事………………8,360万円

○村道中島・小沢根線改良工事………………4,210万円

○村道小寺尾線上小寺尾橋改良工事…………7,316万円

○村道鳥屋立線改良工事………………………2,327万円

○依田窪南部消防署負担金……………………4,489万円

○防火水槽新設工事（1基）………………………656万円

○小学校改修工事 …………………………3億5,712万円

○小学校給食材料費……………………………1,257万円

○中学校組合負担金……………………………6,416万円

○村民グラウンド等維持管理費………………2,323万円

○公民館費 ………………………………………884万円

○博物館費………………………………………1,119万円

○基金積立金……………………………………6,105万円

○償還元金 …………………………………3億1,719万円

○償還金利子……………………………………7,732万円

商工費 1億5,721万円

土木費 3億4,850万円

消防費 8,148万円

教育費 7億3,398万円

諸支出金 6,106万円

公債費 3億9,452万円

9月20日、保育園では運動会が行われました。
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総
務
費
で
は
、
合
併
検
討
経
費
の

減
な
ど
で
合
計
四
百
九
十
六
万
円
余

を
減
額
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
障
害
者
福
祉
事
業

及
び
在
宅
福
祉
職
員
人
件
費
の
増
に

よ
り
九
百
七
十
八
万
円
余
を
計
上
し

ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、
成
人
病
対
策
事
業

及
び
廃
棄
物
処
理
事
業
の
増
に
よ
り

百
七
十
五
万
円
余
を
増
額
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
道
及
び

水
路
補
修
を
中
心
に
七
百
五
十
九
円

余
を
計
上
し
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
、
観
光
施
設
の
整
備

事
業
で
五
十
七
万
余
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

土
木
費
で
は
、
村
道
の
修
繕
工
事

費
を
中
心
に
三
千
二
百
五
十
万
円
余

を
計
上
し
ま
し
た
。

消
防
費
で
は
、
防
火
水
槽
及
び
消

火
栓
の
設
置
工
事
費
を
中
心
に
七
百

十
三
万
余
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
工
事
を
中
心
に
八
百
二
十
五
万
余

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

村
が
設
け
て
い
る
八
つ
の
特
別
会

計
の
う
ち
、
次
の
二
つ
の
特
別
会
計

で
補
正
予
算
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

●
武
石
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

経
営
管
理
費
と
予
備
費
の
減
、
及

び
維
持
管
理
費
の
増
に
よ
り
、
歳
入

歳
出
の
増
減
は
０
円
の
補
正
と
な
り

ま
し
た
。
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

補
正
前
と
変
わ
ら
ず
一
億
一
千
五
百

六
十
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
武
石
村
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
一
般
管
理
の
減
に

よ
り
六
百
三
十
二
万
円
余
を
減
額
補

正
さ
れ
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
一
億
九
千
三
百
五
十
二
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

問

現
在
の
遊
休
農
地
の
面
積
と
、

解
消
策
と
し
て
の
特
区
申
請
の
予
定

は
あ
る
か
。

答

面
積
は
、
解
消
月
間
と
い
う
こ

と
で
、
九
月
に
農
業
委
員
会
で
調
査

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

九
月
中
に
わ
か
り
ま
す
。
特
区
に
つ

い
て
は
、
村
と
し
て
は
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
全
国
的
に
見
ま
す
と
、
会
社

組
織
で
農
地
の
取
得
を
計
画
し
て
い

る
な
か
に
は
産
業
廃
棄
物
関
係
と
思

わ
れ
る
も
の
が
多
く
、
こ
う
い
っ
た

意
味
か
ら
も
特
区
の
申
請
は
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
商
工
会
に
特
区
に
つ
い
て
検

討
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し
て
あ
り
ま

す
。

問

水
田
転
作
で
ソ
バ
の
播
種
が
遅

れ
た
よ
う
だ
が
、
収
支
は
ど
う
な
る

か
。

答

実
が
で
き
な
く
刈
取
を
し
な
い

場
合
10
ａ
当
り
、
収
入
が
と
も
補
償

と
団
地
加
算
で
五
万
三
千
円
、
支
出

が
県
経
営
指
標
に
よ
る
と
二
万
八
百

八
十
円
に
な
り
ま
す
。

問

転
作
す
る
場
合
、
農
作
業
の
全

部
を
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。

答

全
部
委
託
と
部
分
委
託
が
あ

り
、
大
豆
で
は
全
部
委
託
、
ソ
バ
は

二
作
業
（
播
種
と
収
穫
）
を
委
託
し

な
け
れ
ば
、
団
地
加
算
と
、
と
も
補

償
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問

減
反
政
策
が
変
る
よ
う
だ
が
村

の
対
応
は
、
ま
た
標
高
の
高
い
所
の

対
策
は
。

答

来
年
度
か
ら
転
作
政
策
が
変
り

ま
す
。
具
体
的
な
内
容
は
ま
だ
分
っ

て
い
ま
せ
ん
。
国
か
ら
転
作
に
対
す

る
交
付
金
は
出
ま
す
が
、
転
作
面
積

の
配
分
で
は
な
く
地
域
に
お
い
て
水

田
作
付
面
積
を
配
分
す
る
よ
う
な
方

式
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
は
農

地
の
集
積
化
に
よ
る
担
い
手
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
村
で
は

委
託
を
重
視
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
資
料
集
め
を
し
て
い
ま
す
の
で
早

い
う
ち
に
対
策
会
議
を
持
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。

問

松
く
い
虫
の
被
害
量
と
被
害
地

一
般
会
計
６
、２
６
３
万
円
を
補
正

予
算
総
額
は
31
億
０
、５
９
５
万
円

平
成
15
年
度

補
正
予
算

●
●
●
●
●
●
●
●
●

特
別
会
計

来
年
度
か
ら
転
作
政
策
が
変
り
ま
す
。 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

広報武石 平成１５年１１月号　No.436（16）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
歳

入
は
、
退
職
被
保
険
者
医
療
給
付
費

と
高
額
医
療
費
の
増
に
よ
る
療
養
給

付
費
等
交
付
金
が
三
十
三
・
八
％

（
一
千
二
百
四
十
九
万
円
）
増
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
が
十
・
六
％
（
三

百
七
万
円
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
老
人
保
健
拠
出
金
が
十

三
・
五
％
（
一
千
三
百
三
十
五
万
円
）

減
の
八
千
五
百
三
十
三
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計
の
歳
入
は
、

前
年
度
比
四
・
四
％
増
の
五
億
四
千

五
十
三
万
円
。
歳
出
で
は
、
六
・
五
％

増
の
五
億
三
千
四
百
十
四
万
円
と
歳

入
歳
出
と
も
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

診
療
所
特
別
会
計
の
歳
入
で
は
、

前
年
度
比
八
・
六
％
の
増
。歳
出
で
は
、

総
額
で
十
三
・
五
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

簡
易
水
道
特
別
会
計
の
歳
入
で

は
、
前
年
度
比
十
五
・
八
％
の
減
。

歳
出
で
は
、
十
二
・
一
％
減
と
な
り

ま
し
た
。

獅
子
ヶ
城
簡
易
水
道
会
計
で
は
、

ほ
ぼ
前
年
度
ど
お
り
の
会
計
と
な
っ

て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
で
は
、

昨
年
度
に
余
里
小
沢
根
地
区
の
建
設

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
歳
入
で
、

五
十
九
・
一
％
減
の
一
億
九
千
七
百

二
十
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
歳
出
で
も
、
五
十
九
・
八
％

減
の
一
億
九
千
十
五
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
特
別
会
計
で
は
、
ほ
ぼ
前
年
度
ど

お
り
の
会
計
と
な
っ
て
お
り
、
貸
付

償
還
金
の
滞
納
が
一
件
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●

特
別
会
計

●
長
野
県
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
町
村
数
の
増
減

平
成
十
五
年
八
月
三
十
一
日
を
も

っ
て
長
野
県
町
村
総
合
事
務
組
合
か

ら
更
級
郡
上
山
田
町
及
び
埴
科
郡
戸

倉
町
が
脱
退
と
な
り
、
九
月
一
日
よ

り
千
曲
市
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

●
東
信
交
通
災
害
共
済
組
合
規
約

の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

東
信
交
通
災
害
共
済
組
合
規
約
の

う
ち
戸
倉
町
を
削
り
ま
し
た
。

採
択
を
求
め
る
陳
情

（
上
小
地
区
労
農
会
議
）

●
上
田
広
域
連
合
ご
み
処
理
施
設

建
設
絶
対
阻
止
に
つ
い
て
の
陳
情

（「
神
の
倉
工
業
団
地
」
の

建
設
阻
止
対
策
協
議
会
）

●
武
石
村
教
育
委
員
の
任
命

九
月
三
十
日
を
も
っ
て
沖
の
宮
下

好
功
氏
が
任
期
満
了
と
な
り
、
宮
下

氏
の
後
任
に
は
、
薮
合
の
松
原
邦
彦

氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、開
か
れ
た
教
育
委
員
会
に

お
い
て
新
し
く
委
員
長
に
上
武
石
の

大
沢
昭
一
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
武
石
村
若
者
等
定
住
促
進
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
を
も

っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
廃
止
前
に

交
付
決
定
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
効
力
を
有
し
ま
す
。

●
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書

平成14年度 各会計決算状況 

 

ê会計区分 ê歳入決算額　 

3,771,833,358 

302,791,416 

540,530,826 

232,375,437 

105,286,736 

14,855,007 

197,242,572 

3,050,835 

5,167,966,187

ê歳出決算額額 

3,551,301,100 

255,763,235 

534,148,617 

204,861,698 

100,947,275 

11,280,306 

190,152,338 

2,892,452 

4,851,347,021

220,532,258 

47,028,181 

6,382,209 

27,513,739 

4,339,461 

3,574,701 

7,090,234 

158,383 

316,619,166 

(単位：円)

一 般 会 計  

国民健康保険 

老 人 保 健  

診 療 所  

簡 易 水 道  

獅子ケ城簡水 

農業集落排水 

同 和 住 宅  

合 　 　 計  

ê歳入歳出 
　　 差引残高 

小
学
校
の
田
ん
ぼ
も
み
ん
な
で
稲
刈
り
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●

専
決
処
分

●
●
●
●
●
●
●
●
●

条
例
の
廃
止

●
●
●
●
●
●
●
●
●

陳
情
書

●
●
●
●
●
●
●
●
●

人
　
　
事

松原邦彦さん 大沢昭一さん
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答

平
成
十
三
年
度
か
ら
県
が
始
め

た
補
助
事
業
で
、
地
方
事
務
所
単
位

で
補
助
枠
が
あ
り
、
広
域
戦
略
的
に

取
り
組
む
も
の
や
各
市
町
村
か
ら
の

取
り
組
む
要
望
の
あ
っ
た
も
の
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
民
間
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
も
の
な
ど
を
順
位
付
け
し
て
、
補

助
金
を
決
定
し
て
い
く
も
の
で
す
。

採
択
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た

委
員
長
　
清
住
章
雄

あ
る
人
は
所
定
の
用
紙
で
転
出
届
を

す
れ
ば
、
転
入
転
出
手
続
き
が
転
入

時
の
一
回
で
済
み
ま
す
。
住
基
カ
ー

ド
は
希
望
に
よ
り
申
請
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
に
よ
り
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ

ー
で
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
役
場
に
送

付
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
本
人
に
取
り
に

来
て
も
ら
い
ま
す
。
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
十
年
で
す
。

問

雲
渓
荘
利
用
補
助
券
の
内
容
と

利
用
状
況
は
。

答

四
月
一
日
現
在
の
武
石
村
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方
一
人
に
つ
き
五

百
円
分
の
日
帰
り
補
助
券
を
二
枚
、

千
二
百
円
分
の
宿
泊
補
助
券
を
二
枚

配
布
し
て
い
ま
す
。
前
年
度
の
利
用

実
績
は
、
宿
泊
補
助
券
二
千
三
百
八

十
六
枚
、
日
帰
り
補
助
券
二
千
五
百

八
十
七
枚
、
合
計
四
百
十
五
万
六
千

七
百
円
と
な
り
ま
し
た
。

問

心
身
障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
の
内

容
と
利
用
状
況
は
。

答

心
身
障
害
児（
者
）が
家
庭
に
お

い
て
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

一
時
的
に
介
護
を
必
要
と
す
る
場
合

に
、
送
迎
、
付
き
添
い
、
身
体
機
能

の
介
助
・
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
も
の
で
、
昨
年
は
七
名
の

方
が
利
用
し
ま
し
た
。

問

敬
老
園
、
Ｊ
Ａ
豊
殿
の
建
設
負

担
金
の
算
定
根
拠
は
。
ま
た
入
所
の

待
機
者
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

答

負
担
金
は
武
石
村
の
割
当
ベ
ッ

ド
数
に
よ
り
ま
す
。
敬
老
園
は
六
床

分
、
Ｊ
Ａ
豊
殿
は
二
床
分
に
な
り
ま

す
。
入
所
待
機
者
の
実
数
は
つ
か
ん

で
い
ま
せ
ん
が
、
約
三
十
名
は
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

問

要
介
護
高
齢
者
等
居
宅
生
活
支

援
事
業
の
内
容
は
。

答

要
介
護
認
定
三
以
上
の
在
宅
し

て
い
る
方
に
月
額
一
万
円
を
二
十
六

名
に
支
給
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成

十
四
年
度
に
制
度
改
正
さ
れ
、
介
護

慰
労
金
に
替
わ
る
も
の
で
す
。

問

授
産
事
業
の
現
在
の
状
況
と
将

来
の
見
通
し
は
。

答

不
景
気
で
春
に
は
仕
事
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
は
忙
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
不
況
の
た
め
先

が
読
め
な
い
の
で
苦
労
し
て
い
ま
す

が
、
不
況
だ
か
ら
仕
事
が
出
て
く
る

こ
と
も
あ
り
、
特
に
福
祉
施
設
は
低

賃
金
で
仕
事
を
す
る
の
で
探
せ
ば
仕

事
は
あ
り
ま
す
。

問

子
育
て
相
談
の
状
況
は
。

答

毎
週
火
曜
日
の
午
後
、
保
育
園

に
お
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
最
近
で
は
相
談
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
保
育
士
の
相
談
や
指
導
に
当

た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問

各
世
帯
か
ら
徴
収
し
て
い
る
衛

生
自
治
会
費
は
何
に
使
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答

会
費
は
一
戸
あ
た
り
三
百
円

で
、
主
な
仕
事
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
管
理
、
ブ
ユ
駆
除
等
で
す
。
公

害
防
止
監
視
員
と
い
う
職
務
の
方
も

い
ま
す
の
で
、
来
年
度
を
目
途
に
組

織
の
見
直
し
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

問

知
的
障
害
者
通
所
の
内
容
は
。

答

和
田
村
に
あ
り
ま
す
山
の
子
学

園
の
授
産
施
設
へ
の
通
所
が
、
当
初

一
名
で
し
た
が
、
一
名
追
加
と
な
り
、

そ
の
方
の
通
所
費
用
で
す
。

採
決
の
結
果
、
陳
情
「
上
田
広
域

連
合
統
合
ご
み
処
理
施
設
建
設
絶

対
阻
止
に
つ
い
て
」
は
継
続
審
査

に
、
そ
の
他
の
案
件
に
つ
き
ま
し

て
は
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
清
住
隆
幸

問

当
初
予
算
に
は
老
人
福
祉
費
補

助
金
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
が
あ
る

が
、
決
算
書
に
は
な
い
が
。

答

県
の
補
助
事
業
の
関
係
で
介
護

予
防
・
生
活
支
援
事
業
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
県
か
ら
は
合
わ
せ
て
入
っ

て
く
る
た
め
、
調
定
を
一
本
化
し
て

い
ま
す
。

問

精
神
障
害
者
憩
い
の
家
事
業
の

内
容
は
。

答

在
宅
の
精
神
障
害
者
の
方
の
日

中
の
活
動
の
場
を
広
げ
、
社
会
復
帰

を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
昨
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
は
社

会
福
祉
法
人
へ
の
委
託
で
や
っ
て
お

り
、
県
か
ら
三
分
の
一
の
補
助
が
あ

り
ま
す
。

問

住
基
ネ
ッ
ト
二
次
稼
動
の
内
容

は
。

答

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
、
住
民
票

の
広
域
交
付
、
ま
た
住
基
カ
ー
ド
の

住
基
ネ
ッ
ト
第
2
次
サ
ー
ビ
ス
が
供
用
開
始
。 
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域
は
。

答

平
成
十
四
年
度
の
被
害
量
は
百

十
二
立
方
米
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
に
空
中
散
布
を
実
施

し
た
鳥
屋
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
被

害
が
減
少
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

ま
た
被
害
地
域
に
つ
き
ま
し
て

は
、
沖
の
小
山
が
一
番
被
害
が
ひ
ど

く
、
上
武
石
、
下
本
入
、
上
小
寺
尾
、

小
沢
根
地
区
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

問

有
害
鳥
獣
関
係
の
決
算
は
農
政

と
林
政
に
あ
り
ま
す
が
被
害
状
況
は
。

答

林
務
関
係
で
は
特
に
被
害
報
告

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
植
林
後
の
苗
木

に
被
害
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
村

で
は
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
協
議
会
に

補
助
金
を
出
し
、
そ
こ
か
ら
猟
友
会

に
委
託
し
て
駆
除
を
行
っ
て
お
り
ま

武
石
村
若
者
等
定
住
促
進
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

問

財
政
的
に
は
大
変
だ
が
、
若
い

人
を
増
や
す
に
は
必
要
で
は
な
い
か
。

答

こ
の
条
例
の
政
策
的
効
果
は
大

き
か
っ
た
が
、
支
出
が
多
く
合
併
を

視
野
に
入
れ
る
と
財
政
面
で
無
理
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
行
政
と
し
て
個
人
の
資
産
形

成
に
出
す
補
助
金
は
見
直
す
べ
き
で

あ
り
、
よ
り
多
く
の
住
民
が
関
わ
れ

る
政
策
に
財
源
を
充
て
た
い
と
思
い

ま
す
。

問

村
長
の
公
約
で
も
あ
り
、
固
定

資
産
税
等
で
収
入
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答

こ
の
条
例
を
つ
く
っ
た
時
と
今

と
で
は
状
況
が
違
い
、
合
併
す
る
に

し
て
も
、
し
な
い
に
し
て
も
財
政
上

困
難
で
す
。

そ
の
他
数
多
く
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
が
、
更
に
慎
重
審
議
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
継
続
審
査
に

な
り
ま
し
た
。

問

固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損
の
内

訳
に
つ
い
て
。

答

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
後
三
年

を
経
過
し
て
納
税
義
務
の
消
滅
し
た

も
の
が
十
二
人
七
十
七
件
、
解
散
・

精
算
法
人
に
関
わ
る
も
の
が
四
法
人

三
十
八
件
、
相
続
放
棄
に
よ
る
も
の

が
一
人
四
件
で
合
計
十
七
人
百
十
九

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

滞
納
整
理
の
方
策
は
。

答

村
税
未
納
者
の
多
く
は
村
外
者

で
全
体
の
七
十
％
、
そ
の
内
固
定
資

産
税
未
納
額
の
占
め
る
割
合
が
大
き

い
。
対
応
と
し
て
は
文
書
催
告
、
財

産
調
査
、
所
在
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
滞
納
繰
越
額
の
圧
縮
を
図
り
効

果
的
な
滞
納
整
理
の
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

問

財
産
貸
付
収
入
の
収
入
未
済
額

七
十
万
五
百
三
十
八
円
の
内
訳
は
。

答

村
営
住
宅
家
賃
が
対
象
者
七
人

で
四
十
七
万
四
千
百
円
、
白
樺
平
の

土
地
（
個
人
分
）
が
対
象
者
四
人
で

計
二
十
二
万
六
千
四
百
三
十
八
円
の

未
納
が
あ
り
ま
す
。
な
お
八
月
末
ま

で
に
村
営
住
宅
の
う
ち
四
人
で
十
万

三
千
三
百
円
の
入
金
が
あ
り
、
白
樺

平
の
土
地
に
つ
い
て
は
一
人
の
五
万

八
千
二
百
二
十
二
円
の
納
入
が
あ
り

ま
し
た
。

問

中
間
教
室
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
町
村
別
の
生
徒
数
と
運
営
は
。

答

中
学
生
が
三
名
、
小
学
生
が
一

名
の
計
四
名
で
、
そ
の
内
訳
は
武
石

村
が
二
名
、
丸
子
町
が
一
名
、
長
門

町
が
一
名
で
す
。
運
営
は
指
導
員
一

名
、
補
助
員
一
名
（
三
名
の
交
代
制
）

で
行
っ
て
い
ま
す
。

問

実
質
収
支
額
の
二
億
二
千
五
十

三
万
二
千
二
百
五
十
八
円
の
内
訳
は
。

答

交
付
税
を
中
心
と
し
た
収
入
増

で
一
億
円
、経
費
削
減
な
ど
に
よ
る
歳

出
で
一
億
円
ほ
ど
の
余
剰
金
が
出
て

い
ま
す
が
、基
金
か
ら
三
億
一
千
万
円

余
の
取
崩
し
を
し
て
の
繰
越
金
で
す
。

要
望

一
般
の
人
は
二
億
二
千
五
十

三
万
二
千
円
も
お
金
が
余
っ
た
と
思

っ
て
し
ま
う
。
広
報
等
に
掲
載
す
る

場
合
は
、
良
く
そ
の
実
態
が
わ
か
る

よ
う
に
工
夫
し
て
欲
し
い
旨
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

問

地
方
交
付
税
の
今
後
の
配
分
は

ど
の
よ
う
な
見
通
し
か
。

答

普
通
交
付
税
が
十
二
億
四
千
二

百
九
十
二
万
八
千
円
で
確
定
し
た
の

で
、
当
初
予
算
に
計
上
し
た
十
二
億

円
と
の
差
額
四
千
二
百
九
十
二
万
八

千
円
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。
な
お

特
別
交
付
税
を
一
億
五
千
万
円
位
交

付
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

問

地
域
づ
く
り
総
合
整
備
事
業

が
、
林
業
費
、
教
育
費
、
商
工
費
等

に
充
当
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど

う
い
う
補
助
金
か
。

す
。
昨
年
度
の
実
績
は
イ
ノ
シ
シ
が

二
十
二
頭
、
鹿
が
三
十
三
頭
で
し
た
。

問

平
成
十
三
年
度
の
除
雪
費
、
塩

カ
ル
費
の
実
績
に
つ
い
て
教
え
て
欲

し
い
。

答

平
成
十
三
年
度
の
実
績
で
、
除

雪
費
が
四
百
九
十
九
万
八
千
円
で
塩

カ
ル
購
入
代
が
百
八
十
七
万
七
千
円

で
す
。

問

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
工
事
内

容
は
。

答

武
石
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
臭

気
防
止
工
事
で
、
汚
泥
貯
留
槽
か
ら

バ
キ
ュ
ー
ム
で
汚
泥
を
引
き
抜
く
時

に
臭
気
が
出
る
た
め
、
蓋
を
取
ら
な

い
で
汚
泥
を
引
き
抜
け
る
よ
う
に
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
を
設
置
し
、
貯
留
槽
の

臭
気
を
脱
臭
装
置
ま
で
接
続
す
る
工

事
で
す
。

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
小
山
　
寛

若
者
定
住
促
進
条
例
が
廃
止
か
‥
‥
。 
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問

合
併
前
提
の
村
財
産
は
ど
の
よ

う
に
処
置
さ
れ
る
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。
①
基
金
②
村
有
林

答

①
基
金
は
負
債
と
同
じ
く
総
て

新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大
原
則
で

す
が
、
基
金
の
設
置
目
的
か
ら
「
武

石
村
診
療
所
基
金
」
や
「
基
本
財
産

基
金
」
は
”地

域
自
治
セ
ン
タ
ー

“で

活
用
で
き
る
よ
う
に
協
議
が
進
ん
で

い
ま
す
。（
正
式
に
は
法
定
協
議
会
で

決
定
さ
れ
ま
す
。）

②
村
有
林
に
つ
い
て
は
合
併
時
に
財

産
区
を
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
が
、
自
治
セ
ン
タ
ー
や
審
議

会
の
機
能
に
よ
り
方
向
を
決
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

問

「
分
権
型
合
併
」
及
び
「
対
等

合
併
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
お
伺

い
し
ま
す
。

答

分
権
型
合
併
と
は
、
旧
市
町
村

役
場
を
総
合
支
所
機
能
を
持
っ
た

「
自
治
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、
福
祉
や
健

康
、
教
育
、
産
業
、
観
光
な
ど
の
身

近
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
そ
こ
で
行
な

う
と
と
も
に
、
地
域
の
特
色
あ
る
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
も
「
自
治
セ
ン
タ
ー
」

で
予
算
と
権
限
を
持
っ
て
行
な
う
合

併
の
方
式
で
す
。
津
次
に
、
対
等
合

併
と
は
新
し
い
市
を
つ
く
る
協
議
を

対
等
な
立
場
で
協
議
を
進
め
る
こ
と

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
の
発
掘
と
、
地
域
の
人
づ

く
り
の
為
に
、
そ
の
ま
と
め
役
を
担

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

村
長
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答

○武
ト
マ
ト
の
頃
は
、
他
の
町
村

よ
り
先
に
ト
マ
ト
に
目
を
つ
け
、
大

勢
の
人
が
取
り
組
み
協
力
し
た
の
で

産
地
化
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
は
、
特
産
品
づ
く
り
は
難
し
く
、

新
し
い
も
の
を
考
え
て
も
す
ぐ
に
他

の
産
地
が
出
て
く
る
し
、
農
家
も
少

な
く
な
り
環
境
的
に
も
整
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
起
こ
し
、

地
域
づ
く
り
に
は
リ
ー
ダ
ー
が
大
切

で
あ
り
、
村
と
し
て
も
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
力
を
入
れ
、
そ
う
い
っ
た

方
々
と
協
力
し
な
が
ら
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

近
年
ど
こ
の
自
治
体
で
も
、
ご

み
問
題
が
行
政
の
頭
の
痛
い
所
だ
と

思
い
ま
す
。
上
田
広
域
連
合
で
も
平

成
二
十
年
稼
動
予
定
の
統
合
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
と
お
聞
き
し
ま
す
が
、
そ
の
内

容
を
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
出
来

な
い
場
合
の
方
策
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

答

現
在
三
つ
あ
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
を
統
合
し
、
二
十
四
時
間
稼
動

で
安
定
し
た
完
全
燃
焼
が
行
え
る
新

設
の
ご
み
処
理
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
建
設
反

対
運
動
に
よ
り
全
く
進
ん
で
い
な
い

状
況
で
す
。

出
来
な
か
っ
た
場
合
と
し
ま
し
て

は
、
ご
み
処
理
の
広
域
計
画
の
見
直

し
を
行
い
、
現
三
施
設
の
統
合
を
行

な
わ
な
い
分
散
方
式
と
し
、
施
設
の

延
命
化
を
図
り
、
上
田
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
み
を
改
築
又
は
改
造
し
て

い
く
方
法
等
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
統
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建

設
が
予
定
ど
お
り
進
む
よ
う
に
、
積

極
的
に
上
田
広
域
へ
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

現
在
稼
動
中
の
丸
子
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
の
処
理
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
（
搬
入
量
、

ご
み
質
等
）、
ま
た
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
る
ご
み
の
減
量
化
の
対
策
や
分
別

方
法
等
を
考
え
て
い
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

答

准
連
続
燃
焼
式
ご
み
処
理
施
設

と
し
て
、
処
理
能
力
一
日
四
十
ト
ン

で
稼
動
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
四

年
度
の
町
村
別
の
焼
却
量
は
、
丸
子

町
五
千
八
百
十
二
ト
ン
、
長
門
町
六

百
六
十
八
ト
ン
、
武
石
村
四
百
五
十

八
ト
ン
、
和
田
村
百
三
十
八
ト
ン
、

合
計
七
千
七
十
六
ト
ン
で
、
全
焼
却

量
の
八
二
％
を
丸
子
町
で
占
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
日
数
は
二
三

一
日
で
す
。

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
が
多
い
の
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
し
っ
か

り
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
減
量

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

次
に
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
環
境
対
策
に
つ

①
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

飯
田
　
秀
範
議
員

問

今
後
武
石
村
が
新
し
い
時
代
に

求
め
ら
れ
る
「
活
力
あ
る
住
民
自
治

の
村
」
と
し
て
移
行
し
て
ゆ
く
為
に
、

今
は
地
域
住
民
の
力
を
養
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
切
な
時
期
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

幸
い
、
武
石
村
に
は
先
人
達
が
残

し
て
く
れ
た
山
紫
水
明
の
豊
か
な
自

然
が
あ
り
ま
す
。
私
達
は
こ
の
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
を
大
切
に
守
っ
て
都

会
の
人
達
を
こ
の
村
に
呼
び
込
め
る

よ
う
に
し
て
ゆ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
村
民
自
ら
が
英
知

を
し
ぼ
り
、
実
践
し
て
武
石
村
の
誇

れ
る
特
産
品
の
創
出
や
、
産
業
の
振

興
を
図
る
事
が
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
行
政
は
村
民
の
多
様
な

①
ご
み
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

②
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

松
久
　
　
晃
議
員

　
今
回
は
七
人
が
登
壇
し
、
市
町
村

合
併
を
中
心
に
、
子
育
て
支
援
・
環

境
問
題
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 
一 

般 

質 

問 ﹇
通
告
順
﹈ 
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問

上
田
・
丸
子
・
真
田
・
武
石
の

任
意
合
併
協
議
会
の
主
た
る
協
議
が

終
了
し
た
と
さ
れ
る
が
、
今
後
村
民

に
対
し
て
の
説
明
は
ど
の
様
に
さ
れ

る
の
か
、
そ
の
内
容
は
ど
の
様
な
も

の
か
、
合
併
を
進
め
る
為
の
資
料
で

は
な
く
、
合
併
を
考
え
る
為
の
資
料

と
し
て
欲
し
い
。
説
明
会
も
従
来
の

地
区
別
説
明
会
だ
け
で
な
く
、
住
民

参
加
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
い
た
り
、
ま
た
丸
子
テ
レ
ビ
の
活

用
も
考
え
た
ら
ど
う
か
。

答

地
区
説
明
会
は
区
長
会
議
で
十

月
二
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
日
程

で
行
う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
説

明
内
容
は
任
意
合
併
協
議
会
で
協
議

さ
れ
た
特
に
住
民
に
関
わ
り
の
深
い

も
の
を
中
心
に
行
な
い
、
ま
た
若
い

人
達
が
出
づ
ら
い
と
聞
き
ま
す
の
で
、

若
い
人
達
だ
け
で
の
説
明
会
も
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
丸
子
テ
レ
ビ
の

活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
全
村
が
利
用

可
能
地
域
に
な
っ
て
か
ら
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

問

丸
子
の
住
民
発
議
に
よ
る
依
田

窪
四
か
町
村
合
併
の
件
で
す
が
、
村

長
は
六
月
定
例
会
に
お
い
て
速
や
か

に
付
議
す
る
旨
丸
子
町
長
に
回
答
し
、

武
石
村
議
会
に
付
議
す
る
と
の
意
向

を
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
い

つ
か
明
ら
か
に
す
べ
き
で
す
。
村
民

の
多
く
の
方
か
ら
も
同
様
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
付
議
す
る
の

は
い
つ
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答

任
意
合
併
協
議
会
設
置
の
段
階

で
は
で
き
な
か
っ
た
枠
組
み
で
、
そ

の
可
能
性
を
充
分
検
証
し
た
上
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

住
民
の
日
常
生
活
圏
か
ら
考
え
て

も
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

議
会
に
付
議
す
る
考
え
は
変
り
ま
せ

ん
が
、
回
答
期
限
は
九
十
日
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
丸
子
町
の

動
向
も
見
な
が
ら
議
員
さ
ん
に
と
っ

て
最
も
判
断
し
や
す
い
時
期
を
選
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

問

学
童
ク
ラ
ブ
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」

は
六
年
前
に
五
名
の
会
員
に
て
発
足

し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
三
十

七
名
と
大
幅
に
増
え
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
保
育
料
の
徴
収
や
保
育
計
画
、

指
導
体
制
づ
く
り
、
税
金
の
申
告
等

事
務
的
な
仕
事
量
が
増
え
て
役
員
の

負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
村
と
し

て
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
事
務

的
な
仕
事
の
支
援
を
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
村
長
の
お
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

答

学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
発
足
時

か
ら
保
護
者
会
に
委
託
と
い
う
形
で

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

過
日
、
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
代
表
の

方
か
ら
お
聞
き
し
た
中
で
、
特
に
会

計
に
に
な
ら
れ
た
役
員
さ
ん
は
、
経

理
な
ど
の
手
続
き
が
あ
り
大
変
な
こ

と
が
良
く
分
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

税
理
士
事
務
所
へ
再
委
託
（
委
託
料

に
つ
い
て
は
村
負
担
）
す
る
よ
う
に

指
導
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
合
併
論
議
の

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

②
子
育
て
支
援
、

学
童
ク
ラ
ブ「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」の

活
動
支
援
に
つ
い
て

兒
玉
　
將
男
議
員

問

町
村
合
併
は
、
官
僚
制
度
に
あ

ぐ
ら
を
か
い
た
国
の
強
制
方
針
で
あ

り
、
民
主
政
治
の
理
念
と
は
程
遠
い

も
の
で
、
と
う
て
い
納
得
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
武

石
村
の
長
い
将
来
に
と
っ
て
合
併
が

避
け
て
通
れ
な
い
道
で
あ
る
な
ら
ば
、

地
域
性
も
考
慮
し
た
よ
り
ベ
タ
ー
な

道
を
選
択
す
る
の
は
当
然
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
離
脱
は
、
換

言
す
れ
ば
依
田
窪
四
か
町
村
合
併
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
と
理
解
も

で
き
ま
す
。
村
長
の
決
断
は
評
価
す

べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
丸
子
町

住
民
発
議
に
対
し
て
付
議
す
る
の
が

武
石
村
と
し
て
の
礼
儀
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
村
長
の
お
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

答

兒
玉
将
男
議
員
に
対
す
る
答
弁

の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

①
丸
子
町
住
民
発
議
に

対
す
る
付
議
に
つ
い
て

②
合
併
前
提
の
財
産
は

③
分
権
型
・
対
等
合
併
と
は

木
下
　
文
雄
議
員

連日行われた、合併を考える地区別懇談会
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問

地
域
に
持
続
可
能
な
経
済
を
ど

う
構
築
す
る
か
が
、
い
ま
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。
商
工
業
、
農
業
者
は

と
考
え
る
時
、
橋
づ
く
り
中
心
の
産

業
構
造
か
ら
、
工
業
者
が
多
く
関
わ

れ
る
住
宅
や
地
域
の
小
さ
な
小
路
に

目
を
向
け
た
事
業
に
よ
る
仕
事
起
こ

し
や
、
地
域
の
商
店
と
連
携
し
た
商

店
応
援
策
、
農
業
者
と
の
連
携
策
等

を
、
行
政
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

行
政
が
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
事
な
業
務
の
一
つ
に
、
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
区
長
さ
ん
か
ら
の
要
望
・
陳
情

の
多
く
も
、
道
路
・
水
路
等
の
生
活

に
密
着
し
た
生
活
の
基
盤
整
備
で
す
。

今
後
も
緊
急
度
や
予
算
等
を
勘
案
し

な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
関
係
へ
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
村
か
ら
商
工
会
に
も

補
助
金
を
出
し
て
お
り
、
商
工
会
全

体
と
し
て
振
興
策
を
検
討
し
実
施
し

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
も
し
、
個
々

で
何
か
を
や
り
た
い
と
言
う
事
で
あ

れ
ば
、
県
等
へ
の
働
き
か
け
や
特
区

の
申
請
な
ど
に
ご
協
力
い
た
し
ま
す
。

問

今
の
ま
ま
の
村
で
あ
れ
ば
、
村

の
隅
々
ま
で
行
政
の
目
が
届
き
、
住

民
も
気
軽
に
役
場
に
行
く
事
が
で
き

る
。
議
会
で
も
村
民
の
立
場
か
ら
の

論
議
が
多
く
出
せ
る
。
十
六
万
三
千

の
合
併
に
な
れ
ば
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
。
合
併
す

る
と
住
民
に
と
っ
て
は
行
政
が
遠
く

な
り
、
市
政
の
動
向
も
、
市
議
会
の

論
議
も
見
え
て
こ
な
い
。
住
民
は
市

民
と
し
て
の
自
覚
や
連
帯
感
が
持
て

な
い
。「
ふ
る
さ
と
喪
失
」
と
い
っ
た

状
態
に
な
る
事
は
目
に
見
え
て
い
る
。

今
進
め
て
い
る
枠
組
で
住
民
は
幸
せ

に
な
れ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答

ふ
る
さ
と
を
守
る
た
め
に
合
併

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の

地
域
で
住
ん
で
い
る
方
、
こ
れ
か
ら

住
も
う
と
す
る
方
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
地
域
を
維
持
し
て
行
く
た
め
に
、

上
田
を
中
心
と
し
た
分
権
型
の
合
併

が
、
最
も
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
喪
失
」
感
を
も
た
れ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
中
に
あ
る
思
い
込
み
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
り
良
い
地
域
、
住
み
た
く
な
る
地

域
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

①
武
石
村
で人

が
生
き
て
い
く
経
済
を

②
合
併
に
よ
る住

民
生
活
へ
の
影
響
は

新
井
　
繁
雄
議
員

村
長
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答

十
人
を
な
ぜ
入
れ
た
か
と
の
こ

と
で
す
が
、
長
門
町
や
和
田
村
の
皆

さ
ん
も
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田

町
・
武
石
村
任
意
合
併
協
議
会
に
加

わ
っ
て
協
議
す
べ
き
だ
と
言
う
回
答

で
し
た
の
で
、
基
に
な
る
協
議
会
に

加
え
た
こ
と
か
ら
で
、
け
し
て
意
図

に
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
民
の
皆
さ

ん
に
ご
迷
惑
、
不
信
感
を
も
た
ら
し

た
と
し
た
ら
陳
謝
い
た
し
ま
す
。

日本の将来を決める大切な選挙です。 
棄権することなく必ず投票しましょう。 

第43回衆議院議員総選挙 
最高裁判所裁判官国民審査 

期日：11月9日（日） 
10月28日(火)～11月8日(土)の間、役場で不在者投票ができます。 

【不在者投票の時間：午前8時30分から午後8時まで】 
※国民審査の不在者投票は、11月2日（日）からです。 

武石村選挙管理委員会 
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問

武
石
村
が
三
か
町
村
の
任
意
合

併
協
を
離
脱
し
た
事
で
、
多
く
の
村

民
が
「
合
併
の
枠
組
み
が
決
ま
っ
た

の
で
は
」
と
不
安
の
声
を
耳
に
す
る

が
、
未
だ
多
く
の
選
択
肢
を
残
し
て

お
り
、
ど
れ
を
選
ぶ
か
は
村
長
の
村

造
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
お
の
ず
と
枠
組
み
が
決
ま
っ
て

く
る
と
思
う
。
村
長
さ
ん
が
今
後
の

武
石
の
姿
を
ど
の
様
に
お
考
え
に
な

る
の
か
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

答

村
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
合
併
協
議
を
進
め
る
中
で
求

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
一
つ
が
上
田
市
を
中
心
と
し
た
任

意
合
併
協
議
会
で
示
さ
れ
て
い
る
分

権
型
の
合
併
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問

合
併
を
し
て
も
地
獄
、
し
な
く

て
も
地
獄
と
云
わ
れ
る
。
こ
う
な
れ

ば
「
合
併
せ
ず
自
立
」
の
道
が
当
然

浮
上
す
る
が
他
の
合
併
論
よ
り
一
歩

後
退
し
て
い
る
。
七
百
人
余
の
支
持

者
も
お
り
合
併
論
が
老
齢
化
、
過
疎

化
等
先
細
り
を
前
提
と
す
る
悲
観
的

な
消
極
論
と
す
る
な
ら
、
逆
に
「
自

立
し
て
何
と
か
し
よ
う
」
と
云
う
の

は
積
極
論
で
あ
る
と
思
う
。
本
村
に

は
人
に
と
っ
て
命
の
綱
で
あ
る
き
れ

い
な
水
、
奇
麗
な
空
気
等
自
然
の
恩

恵
が
い
く
つ
か
あ
る
。
バ
ー
ジ
ン
ウ

ォ
ー
タ
ー
を
飲
め
る
村
は
人
の
原
点

で
も
あ
る
。
こ
の
様
な
希
望
的
展
望

問

住
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
民

意
を
大
切
に
す
る
と
言
っ
て
い
な
が

ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
枠
組
で
四

か
市
町
村
は
二
七
･
八
％
、
三
か
町

村
は
二
七
･
二
％
と
近
差
で
あ
る
。

ま
た
残
り
四
五
％
の
住
民
の
声
は
ど

う
な
る
の
か
、
行
政
に
疑
問
を
感
じ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
村
長
の
お
考

え
お
聞
き
し
た
い
。

答

住
民
の
意
向
を
確
認
し
て
進
め

て
行
き
た
い
と
答
え
て
き
た
し
、
そ

の
よ
う
に
進
め
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

問

三
月
の
地
区
説
明
会
で
は
合
併

あ
り
き
（
四
か
市
町
村
）、
ま
た
質
疑
、

意
見
に
対
し
て
も
押
し
つ
け
で
あ
っ

た
と
耳
に
し
て
い
ま
す
。
更
に
は
四

か
市
町
村
の
枠
組
の
中
に
関
係
の
な

い
上
田
市
・
真
田
町
・
丸
子
町
・
武

石
村
・
長
門
町
・
和
田
村
の
十
人
を

承
知
の
上
で
加
え
て
発
表
、
後
に
指

摘
さ
れ
訂
正
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
意
図
的
で
は
な
い
と
言

い
き
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
公
平
さ

を
欠
き
信
用
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

住
民
の
不
信
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、

い
て
ど
の
様
な
内
容
で
行
な
わ
れ
て

い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
結
果
に
つ
い

て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

答

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
規
制
強

化
に
合
わ
せ
て
、
平
成
十
三
年
度
に

「
灰
固
形
化
施
設
整
備
」、「
排
ガ
ス
高

度
処
理
施
設
整
備
」、「
通
風
設
備
、

灰
出
し
設
備
等
」
の
大
規
模
改
修
を

行
な
い
、
県
知
事
に
毎
年
報
告
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
、
塩
化
水
素
、
ば
い
じ
ん
排
出
基

準
等
は
、
い
ず
れ
も
国
の
定
め
る
規

制
値
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

問

合
併
論
議
が
一
定
の
方
向
を
示

す
な
か
、
各
自
治
体
が
今
後
目
指
す

べ
き
自
治
体
の
姿
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
見
え
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
本
村

の
場
合
ど
の
過
程
を
選
択
し
て
も
厳

し
い
財
政
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
る
の
か
、
ま
た
先
に
作
成
さ
れ

た
研
究
報
告
に
つ
い
て
の
内
容
は
い

か
が
な
も
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答

平
成
十
年
か
ら
い
ま
ま
で
に
六

名
の
職
員
を
削
減
し
、
物
件
費
に
つ

い
て
も
徐
々
に
削
減
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
特
別
職
、
議
員
の
皆
さ

ん
の
報
酬
等
も
削
減
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
事
業

が
だ
ん
だ
ん
終
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、

あ
る
程
度
職
員
は
減
ら
せ
る
と
は
思

っ
て
い
ま
す
。

報
告
書
は
、
助
役
や
収
入
役
等
を

廃
止
し
、
議
員
報
酬
を
五
十
％
に
減

ら
す
、
新
規
職
員
の
採
用
凍
結
、
職

員
給
与
の
二
十
％
削
減
な
ど
を
し
て

も
一
億
円
し
か
人
件
費
は
削
減
で
き

ま
せ
ん
。
自
立
す
る
に
は
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
な
い
と
こ
れ
か
ら

は
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
っ
た
こ
と

等
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
っ
て

頂
く
た
め
に
作
成
し
た
資
料
で
す
。

①
合
併
問
題
と
村
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

宮
原
　
文
男
議
員

①
市
町
村
合
併
に
関
す
る

意
向
調
査
結
果
に
つ
い
て

小
池
　
文
男
議
員

を
基
に
長
所
を
活
か
し
た
村
づ
く
り

も
考
え
て
み
る
べ
き
と
思
う
が
、
村

長
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

本
村
を
流
れ
る
き
れ
い
な
川
、

き
れ
い
な
水
、
き
れ
い
な
空
気
、
自

然
の
恵
み
は
、
こ
の
地
域
の
宝
で
あ

り
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
が
参
加
し
、住
民
が
主
動
で
都

会
の
人
達
に
来
て
頂
い
て
、交
流
を
し

な
が
ら
相
互
理
解
を
深
め
、と
も
に
地

域
起
こ
し
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。南中でも合併問題について考えました。
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●
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
と
は
。

不
登
校
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を

民
間
を
中
心
と
し
た
行
政
、
学
校
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

●
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

ら
れ
ま
す
か

こ
の
プ
ラ
ン
の
大
き
な
特
徴
は
、

次
の
２
点
で
す
。

①
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
個
性
や

現
状
に
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
や
家

庭
の
望
む
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ

う
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

②
長
い
目
で
見
て
、
子
ど
も
の
社
会

的
な
自
立
や
自
己
表
現
を
目
指
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
ど
う
す
れ
ば
相
談
で
き
ま
す
か

「
上
田
地
域
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
℡
26
‐
６
５
２
１
（
月
・
金
午

後
１
時
〜
６
時
ま
で
受
付
）
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

長
い
間
不
登
校
の
子
ど
も
と
家
庭

の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
き
た
民
間
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
話
し
合
い
を

す
る
中
で
、
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
の

方
法
を
見
つ
け
出
し
て
い
き
ま
す
。

相
談
の
内
容
は
、
他
に
は
漏
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

●
手
紙
で
の
場
合
は
…
。

〒
３
８
６
‐
１
１
０
３

上
田
市
神
畑
９
９
７
‐
３

夢
咲
か
す
会
で
は
、
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ふ
る
さ
と

の
実
現
に
向
け
て
意
欲
的
に
取
り
組

み
思
い
や
り
や
生
き
が
い
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

忙
し
い
日
々
の
中
、
ち
ょ
っ
と
時

間
を
止
め
て
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
見
直
し
て
更
に
一
歩
前
進
で
き
た

ら
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時

12
月
７
日（
日
）

受
付

午
後
０
時
30
分

開
会

午
後
１
時

閉
会

午
後
４
時
30
分
（
予
定
）

▽
場
所

武
石
村
中
央
公
民
館
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

▽
テ
ー
マ

「
遊
び
心
・
お
し
ゃ
れ
心
・
女
ご
こ
ろ
」

▽
講
師

久
保
田
　
明
先
生

▽
寸
劇

「
夢
を
織
る
」

▽
主
催

夢
咲
か
す
会

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人

権
週
間
」
で
す
。

こ
の
人
権
週
間
の
行
事
の
一
環
と

し
て
次
の
と
お
り
人
権
相
談
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
内
容
は
、
い
じ
め
や

体
罰
な
ど
の
問
題
、
部
落
差
別
や
女

性
差
別
、
外
国
人
の
問
題
、
隣
近
所

の
も
め
ご
と
や
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

▽
期
日

12
月
８
日（
月
）

▽
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午

▽
場
所

老
人
セ
ン
タ
ー

村
の
文
化
祭
を
中
心
に
と
も
し
び

博
物
館
で
は
、
特
別
展
示
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
恒
例
と
な
り
ま

し
た
と
も
し
び
茶
会
も
開
催
い
た
し

ま
す
。

●
特
別
展
示
「
香
炉
展
」

▽
期
間

11
月
１
日（
土
）か
ら

11
月
３
日（
月
）ま
で

▽
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
と
も
し
び
茶
会

▽
期
日

11
月
３
日（
月
）

▽
時
間

午
前
10
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
ま
で

▽
入
館
料

大
　
人
　
二
〇
〇
円

こ
ど
も
　
一
〇
〇
円

（
期
間
中
特
別
料
金
）

▽
問
い
合
わ
せ

武
石
村
と
も
し
び
博
物
館

℡
85
‐
２
４
７
４

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ

ナ
ー
体
験
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時

12
月
10
日（
水
）

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

▽
場
所

ザ
・
グ
ラ
ン
ド
テ
ィ
ア
ラ

上
田
高
砂
殿
３
階
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

▽
内
容

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
の
説
明

と
料
理
と
食
材
に
つ
い
て

▽
参
加
費

一
人
２，

０
０
０
円

＊
介
助
者
の
参
加
費
は
、

一
人
３，

５
０
０
円

▽
対
象
者

上
小
地
域
に
お
住
ま
い

の
身
体
障
害
者
の
方

▽
募
集
期
間

11
月
10
日
〜
28
日

▽
定
員

20
名

▽
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
（
℡
28
‐
５
５
２
２
）

11月 11月 
不
登
校
の
子
ど
も
の
た
め
に

「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」

第
8
回「
か
あ
ち
ゃ
ん

大
集
合
in
武
石
」

開
催
の
お
知
ら
せ

人
権
週
間
で
す

12
月
4
日
〜
10
日

特
別
展
示
「
香
炉
展
」と

と
も
し
び
茶
会

ク
リ
ス
マ
ス

デ
ィ
ナ
ー
体
験
の
開
催

10月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

11月9日～15日 依田窪南部消防署・武石村消防団 

そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ

そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ 
そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ

そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ 
そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ 

【
全
国
統
一
防
火
標
語
】 

消火器による初期消火の 
ワンポイント 

火の用心 
７つのポイント 

　
日
ご
と
、
寒
さ
が
増
し
て
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
器
具
が
必
要
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
時
期
は
空
気
も
乾
燥
し
、
住
宅
火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
出
火
原
因
の
多
く
が
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ

に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
半
数
以
上
は
取
り
扱
う

人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
関
心
を
持
ち
、

常
日
頃
の
『
火
の
用
心
』
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

① 

ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な
い
。 

② 

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。 

③ 

家
の
回
り
に
は
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。 

④ 

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。 

⑤ 

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。 

⑥ 

風
の
強
い
と
き
に
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。 

　 ⑦ 

子
ど
も
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。 

万
が
一
、
火
災
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
重
要
な

初
期
消
火
。
消
火
器
の
使
用
に
あ
た
り
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に
次
の
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

（
一
般
の
ご
家
庭
に
あ
る

粉
末
消
火
器
は
燃
え
て
い

る
物
を
粉
で
覆
い
空
気
を

遮
断
し
消
火
し
ま
す
。
） 

　
こ
の
機
会
に
ご
家
庭
や

職
場
の
消
火
器
に
目
を
向

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

☆
立
ち
上
が
る
炎
に
惑
わ
さ
れ
ず
、 

　【
火
元
】
に
ホ
ー
ス
を
向
け 

　
消
火
し
ま
し
ょ
う
。 

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。 

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら 

 

　
　
　
　
　
　
　
　  
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。 

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を 

 

　
　
　
　
　
　
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、 

 

　
　
　
　
　  

住
宅
用
火
災
報
知
器
を
設
置
す
る
。 

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を 

 

　
　
　
　
　
防
ぐ
た
め
に
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。 

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に 

 

　
　
　
　
　
　
消
す
た
め
に
、
消
火
器
を
備
え
る
。 

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る 

 

　
　
　
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。 

住宅防火 
いのちを守る７つのポイント 

《3つの習慣・4つの対策》 

●
野
焼
き
を
す
る
時
は
、絶
対
に
火
か
ら
目
を 

　
離
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 
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保育所の入所申し込み説明会と受付は12月7日です。 
平成16年度 

老齢年金は、受け始めてから亡

くなるまで生涯支給されます。 

終身保障 

国民年金は、年金額の3分の1

を国が負担しています。 

国庫負担 

　本格的な少子・高齢化社会を迎えるなか、老後の生活の支え
として、年金を生涯にわたって保障し続ける国民年金制度の重
要性がますます増してきています。 
　国民年金制度を維持するためには社会全体が連携し、国民一
人一人が保険料を納め、互いに支え合うことが必要です。 

男女とも平均寿命が伸びて、現在日本は世界一の長寿国となりました。 
この長い老後を安心して暮らせるためにみなさんを支える制度が公的年金であり、
その大きな柱が国民年金です。この機会に国民年金について考えてみませんか。 

納めた保険料は全額「社会保

険料控除」の対象となり、受

け取る年金は「公的年金等控

除」の対象になるなどの税制

上の優遇があります。 

税制上の優遇 

長期にわたって安定的な制度

とするため、5年に一度、財

政運営や制度内容の見直しを

行うなど、国が責任を持って

運営しています。 

国の運営 

毎年の物価の変動にあわせて

年金額が改定されますので、

実質的な価値は保障されます。 

物価スライド 

世代をこえて支え合う みんなの国民年金 

11月は「国民年金制度推進月間」 
見つめてみよう

！あなたの年金見つめてみよう
！あなたの年金見つめてみよう
！あなたの年金見つめてみよう
！あなたの年金

国民年
金で 

安心を
プラス

 

　平成16年度の保育所入所申込
みの説明会と受付を、次の日程で
行います。 
  
◆日時　平成15年12月7日(日) 
　　　　午前10時～ 

◆場所　中央公民館第1会議室 
  
◆入所申込みの注意事項　 
　保育所へ入所できる児童は、保護者や家族の方が、次
のような理由で児童を保育できないと認められる人です。 
A通常昼間に居宅外で働いていること。 
B昼間に居宅内でその児童と離れて、日常の家事以外
の労働をしていること。 

C妊娠中であるか、出産後間がないこと。　　　 
D病気や負傷したり、精神や身体に障害を有していること。 

E長期間病気、精神や身体に障害を持つ同居の家族を
常に介護していること。 

F震災、風水害、火災等の災害によりその復旧に当た
っていること。 

G村長が前期A～Fに近い状態にあると認めた場合。 
 
◆申込みを必要とする児童　新たに入所される児童 
 
◆当日の持ち物 
A入所申込書（控）対象になる児童がいるお宅へは11
月中旬頃に通知を発送いたします。未満児保育を希望
されます方は、事前に児童福祉係へご連絡ください。
B印鑑　C筆記用具　D保護者の源泉徴収票 
E内職・パート証明書　F新規に保育料を口座引き落
しされる方は、口座番号・届け出印 
 
◆お問い合わせ先 
役場住民課児童福祉係（TEL85‐2300） 
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国
や
県
、
市
町
村
は
私
た
ち
国
民

が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住

宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
な

ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
や
地
方
公
共
団
体
の

活
動
の
財
源
と
な
る
の
は
税
金
で
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
が
生
活
の
向
上

と
安
定
を
願
う
限
り
ど
う
し
て
も
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
共
同
社

会
を
維
持
す
る
た
め
の
い
わ
ば
「
会

費
」
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
国
税
庁
で
は
、
広
く
国
民

の
み
な
さ
ん
に
税
の
意
味
や
役
割
を

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

毎
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
期
間
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と

し
て
全
国
的
に
税
に
つ
い
て
の
各
種

広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

上
田
税
務
署
で
も
税
に
関
す
る
中

学
生
の
標
語
展
、
納
税
表
彰
式
、
税

に
関
す
る
標
語
、
作
文
入
選
者
表
彰

式
を
行
い
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
税
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
女
性
労
働
者

の
能
力
発
揮
を
推
進
す
る
た
め
の
積

極
的
取
組
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ

ョ
ン
）
を
推
進
し
て
い
る
企
業
を
対

象
と
し
た
「
均
等
推
進
企
業
表
彰
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

女
性
労
働
者
の
「
採
用
拡
大
」

「
職
域
拡
大
」「
管
理
職
登
用
」「
職
場

環
境
・
職
場
風
土
の
改
善
」
に
向
け

た
積
極
的
取
組
を
し
て
い
る
企
業
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
応
募
〆
切

12
月
20
日（
土
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

長
野
労
働
局
雇
用
均
等
室

長
野
市
中
御
所
岡
田
53
‐
７

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
長
野
ビ
ル

℡
０
２
６
‐
２
２
７
‐
０
１
２
５

長
野
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
と
、
労
働
者
を
一
人
で

も
使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
は
、
法
律
に
基
づ
き
、

痴
呆
最
低
賃
金
審
議
会
の
答
申
を
受

け
、
国
が
賃
金
に
最
低
限
度
を
定
め
、

使
用
者
は
、
そ
れ
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
是
非
賃
金
の
確
認

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通

常
の
労
働
時
間
、
労
働
日
に
対
す
る

賃
金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家
族

手
当
な
ど
は
、
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
２
６
‐
２
３
４
‐
５
１
２
１

▽
受
付
期
間

平
成
15
年
11
月
４
日（
火
）か
ら

平
成
16
年
１
月
６
日（
火
）ま
で

▽
受
験
資
格

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中

学
校
卒
業
予
定
者
（
卒
業
見
込
み

を
含
み
ま
す
）

▽
試
験
日

平
成
16
年
１
月
10
日（
土
）

▽
試
験
場

上
田
市
内
（
予
定
）

▽
身
分
・
待
遇

特
別
職
国
家
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
。

就
業
年
限
は
４
年
で
す
。

終
了
時
３
等
陸
・
海
・
空
曹
に
昇

進
し
ま
す
。

将
来
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
す

▽
手
当

初
任
給
月
給

１
５
３
、１
０
０
円
ボ
ー
ナ
ス
２
回

▽
休
暇
・
休
日

週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

夏
期
長
期
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

▽
衣
食
住

生
徒
宿
舎
で
生
活

衣
食
住
は
無
料
。
福
利
厚
生
充
実
。

▽
受
験
料

無
料

▽
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

防
衛
庁
自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所

℡
22
‐
５
２
６
７

子
育
て
不
安
や
悩
み
の
あ
る
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

毎
週
火
曜
日

午
後
２
時
30
分
〜
５
時
ま
で

▽
場
所

武
石
村
保
育
園

▽
相
談
員

上
田
女
子
短
期
大
学
講
師

堀
内
晢
子
先
生

詳
し
く
は
、
武
石
村
保
育
園
（
℡

85
‐
２
１
１
３
）
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
の
福
祉
機
器
展
が
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
野
か
ら
は
遠
く
て
子

ど
も
を
な
か
な
か
連
れ
て
行
か
れ
な

い
…
。
と
い
う
方
の
た
め
に
長
野
で

子
ど
も
の
福
祉
機
器
展
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時

11
月
29
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

▽
場
所

長
野
県
立
こ
ど
も
病
院

２
階
北
棟
・
南
棟
会
議
室

▽
展
示
品

車
椅
子
・
座
位
保
持
装
置
・
歩
行

器
・
バ
ギ
ー
・
補
装
具
・
靴
・
吸

引
器
・
食
事
関
連
品
・
遊
具
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
小
児
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

長
野
県
立
こ
ど
も
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
内

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
３
‐
73
‐
５
４
３
２

★
切
り
絵
展

▽
日
時

11
月
22
日（
土
）〜
30
日（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

▽
場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
大

▽
入
場
料

無
料

★
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時

11
月
28
日（
金
）

開
場

午
後
６
時

開
演

午
後
６
時
30
分

▽
演
奏

信
州
草
笛
会
・
ハ
ン
ド
ベ

ル
リ
ン
ガ
ー
ズ
「
ア
ル
ペ
ー
ジ
ュ
」

▽
曲
目

童
謡
・
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
・
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー

▽
入
場
料

１，

０
０
０
円

▽
定
員

１
１
０
名

▽
問
い
合
わ
せ
先

催
し
物
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

上
田
創
造
館
（
℡
23
‐
１
１
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

税
を
知
る
週
間
が

始
ま
り
ま
す

均
等
推
進
企
業

表
彰
を
募
集
し
ま
す

長
野
県
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ

「
自
衛
隊
生
徒
」
募
集

「
子
育
て
相
談
」
の

お
知
ら
せ

第
１
回
な
が
の
こ
ど
も

福
祉
機
器
展

上
田
創
造
館
催
し
物
の

お
知
ら
せ

現
在
の
長
野
県
最
低
賃
金
は

時
額
6
4
5
円
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戸
籍
の
窓 

十
月
十
日
ま
で
の
受
付 

下
本
入 

滝
澤 

由
夫（
由  

幸
・
父
）87 

上
本
入 

池
内 

光
惠（
昭  

夫
・
妻
）74 

　
沖
　 

田
中 

文
市（
千  

玄
・
父
）83 

　
沖
　 

三
輪 

ミ
チ（
時  

司
・
母
）85 

小
沢
根 

滝
沢 

忠
雄（
美
智
子･

夫
）87
 

◇
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 

量
や
数
が
極
め
て 

         

少
な
い
た
め
に
生
じ
る
価
値 

希
少
価
値 

き           

し
ょ
う            

か               

ち 

今月の防災標語 

―第5分団― 

11 月 
納 期 

納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

村
　
県
　
民
　
税
（
第
４
期
分
） 

国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
分
） 

保
　
　
育
　
　
料
（
11
　
月
　
分
） 

心が輝く21世紀に向けて…

たけし男女共同参画フォーラム たけし男女共同参画フォーラム たけし男女共同参画フォーラム 開催 

と　き　11月11日(火)　午後１時～ 
ところ　武石村中央公民館　コミュニティーホール 
内　容　基調講演………講師 長野大学助教授 吉田睦美 さん 
　　　　アトラクション…フルート演奏 桂綾子さん・聰子さん 姉妹 

êêêお問い合わせ先êêê武石村教育委員会(℡85‐2030)

êêêお問い合わせëëë�
武石村観光センター(℡86‐2003)

■時　　間　午前10時～午後3時 
■場　　所　武石観光センター　　 
■メニュー　盛りそば・かけそば  一人前各600円 

手打ち｢新そば｣祭り 手打ち｢新そば｣祭り 手打ち｢新そば｣祭り 子檀嶺神社 

御柱 山出し祭 
子檀嶺神社 

御柱 山出し祭 
子檀嶺神社 

御柱 山出し祭 

●手打盛りそば早食大会 
24日（日）午前10時～現地受付 
参加料１人1,000円（先着30名で締切） 

●魚つかみどり大会 
24日（日）午後12時30分～現地受付 
参加料１人1,000円 
（中学生以下先着30名で締切） 

●新米餅つき　期間中毎日 

◇斧入式 
時間：午前8時から 
場所：鳥屋区 

◇御柱曳き 
時間：午後1時から 
場所：下武石 
　　　JAライスセンター 
　　　東側の村道 
持ち物：引き綱（3ｍ）・盃 
            

＊詳しくは、別に配布されます 
　チラシをご覧ください。 

◇
お
す
こ
や
か
に 

上
武
石  

齋
　  

侑
我 

卓 

馬 

長
男 

綾 

子 

ゆ
う 

が 

上
武
石  

下
城
み
な
み 

  

晃    

長
女 

悦 

子 

　
和
田
村
　
掛 

野
　
大 

輔 
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齋藤侑我くん 下城みなみちゃんとおにいちゃん 

11月20日（水）～24日（日） 

11月8日(土)
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